
        
            
                
            
        

    



[image: ]









偽装婚約のはずが、強引御曹司は本気のようです
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プロローグ











　ステンドグラスがきらめきパイプオルガンが鳴り響く中、聖壇せいだん前で待つ大切な人のもとへとバージンロードを歩んでいく──。




　そんな王道ウェディングを夢見ていた私が、今まさにその瞬間を迎えている。でも今の私の気持ちと言えば……。

　狐につままれる──。

　そんな言葉が当てはまるのかもしれない。

　喜びも嬉しさも、ましてや心弾むなんてことも皆無になるだろうと思っていた結婚式が、まさかこんなにも幸せな気持ちで迎えられるとは思ってもみなかった。

　ふと、凛として隣に立つ人をそっと見上げる。

「健やかなるときも、病めるときも、喜びのときも──愛し、敬い、慈しむことを誓いますか」

「はい、誓います」

　愛の誓いを確かめる牧師の誓約の言葉に、真っすぐ前を見据えていた人が小さく頷く。本当に誓ってくれるのね……。

　自信に満ちた、反面柔らかく幸せそうな表情でそう言い放つ彼を不思議に思いながらぼんやりと見つめていたら、私の視線に気づいた彼がちらりと目線を下げた。黒曜石のような光沢のある力強い目と交わり、まるで時が止まったかのように意識を奪われる。

　私たちの間には愛はないと思っていた。社長と秘書という仕事の関係だけ、そこには当然恋愛感情は全くないと。少なくとも彼には……。

　だってこの結婚はふたりだけの秘密、偽りの結婚式──になるはずだったのだから。










嘘も方便──というけれど











　九月も下旬というのに日中はまだ夏日が続いている週末の金曜日、午後五時三十分。

「取締役会の書類はＯＫ。明日の応接室の予約も……うん、よし完璧！」

　珍しく定時に仕事を終えパソコンの電源を落とす。手を組んで両腕を上げると、誰も見ていないのを確認してから思いっきり背筋を伸ばした。

　私、水瀬みなせ悠はるかは大卒採用で『株式会社津城つしろグループ』に入社して、今年で勤続三年目の二十五歳。

　津城グループは【お客様に感動のひと時を】をテーマに、リゾートホテルや高級旅館、レストラン、エンターテインメント、クルーズなど多岐にわたる事業の開発や運営をトータルプロデュースする大手企業。私はそこの秘書室に在籍していて、何を隠そう〝社長秘書〟なるものをしている。

　とは言っても、自分から秘書を希望したわけじゃない。

　平々凡々、とくに目立つ特徴もないし取り柄もないことは自分でもよくわかっていて、そこまで身の程知らずでもない。

　社長秘書といえばパーティーや会食に同行することも多いというのに、どうして私が社長秘書なのか。

　そもそも人と接することが好きな私は、お客様と関わる仕事がしたくて津城グループを志望。面接でもそこを猛アピール。明朗活発、元気がいいところを買われてこの会社に入った。

　だから研修後はリゾートホテルとか高級旅館などで接客の職に就くと思っていたのに、蓋を開けてみれば会社の花形ともいわれるまさかの秘書室に配属。

　辞令を受け取ったときは驚きすぎてプルプルと手が震え、『なんで私が？』と顔が引きつってしまったのを今でもはっきりと覚えている。

　しかもいきなり社長付き秘書と言われたのだから、頭の中が真っ白になったのは言うまでもない。

　女性秘書といえば、才色兼備であることが求められるんじゃないの？

　配属になったばかりの頃は毎日そんなことばかり考えて落ち込んでいたけれど、どんなに不向きだと言ったって仕事は仕事。与えられたからにはウダウダ言っていても仕方がないと気持ちを入れ替え、必死で秘書のスキルを身につけた。

　同じ大学で親友の黒川くろかわ万緒まおも津城グループに入社し同じ秘書課だったことも幸いし、彼女に助けてもらいながら今に至っている。

　まあ万緒は私と違って、いわゆる〝才色兼備〟の言葉がバッチリな素敵女子なんだけど。

　ため息を漏らしながらノートパソコンを閉じ、ふむと思考を巡らせる。

　定時で仕事を終えるなんてこんな日はそうそうないし、なにか美味しいものでも食べてから帰るのはどうだろう。

　あ、そうだ。久しぶりに洋花楼の煮込みハンバーグなんかいいかもしれない。あれは頬が落ちるほどの絶品だし、毎日頑張っている自分へのご褒美にピッタリだ。

　そんなことを考えていたら一日の疲れも吹っ飛んで、急にお腹が空いてきた。これは急いで帰る準備をしなくちゃとデスクの上をてきぱきと片付け始めた、そのとき。

「悠、今度の合コンの相手が決まったわよ。聞いて驚くなかれ、お医者様。しかもエリート揃いって言うんだから、逃す手はないわね」

　隣のデスクにいた万緒が椅子に座ったまま、どうだと言わんばかりにグッと身を寄せてくる。

　またかぁ……。

　合コンへの誘いは今に始まったことじゃない。

　万緒曰く『二十五歳にもなって恋愛経験のない悠のため』ということらしいけれど、本当のところはどうなのか。

　だっていつもパイロットだの弁護士だの商社マンだの、社会的にステータスの高い職業の人ばかり。万緒の行動力にはいつも驚かされるけれど、一体どこでそんな人たちと知り合うのか。

　でも〝悠のため〟というのはいただけない。

　私のことは放っておいて、逃す手はないっていうのなら万緒が付き合えばいいのに……。

　わざとらしく大きくため息をつき素知らぬ顔を決め込むと、万緒は不満げな表情を見せた。

「なによ。今回も参加しないつもり？　そんなんじゃ、いつまで経っても恋愛経験ゼロから抜け出せないわよ」

　万緒はそう言って、不服そうに唇を尖らせた。

　私が頼んだわけじゃないし、そんな顔をされても困るんだけど……。

　万緒の言う通り、私には恋愛経験がほとんどない。

　小学校から大学までエスカレーター式で上がれる女子校に通っていたから、男性と知り合う機会がとてつもなく少なかったのがその一因。

　簡単に言えば、男性に免疫がないのだ

　でもそんな私も一度だけ、大学生のときに参加したボランティアのインカレサークルで知り合った男性に映画に誘われたことがある。『映画くらいいいじゃない』と万緒に背中を押され勇気を振り絞って行ったまではよかったのだけれど、映画を観た帰り道いきなり手を握られ激しく動揺。そんな経験のない私はその手を振り払い勢い余って彼を突き飛ばしてしまった。

　もちろん彼が激怒したのは言うまでもないが、『二十歳を過ぎて処女でもないんだから、手を握られたくらいで純情ぶるなよ！』とまで言われ、それ以降免疫不足に男性不信も加わり男性経験のないまま二十五歳……というわけだ。

「前から言ってるでしょ、今は仕事が一番だって。お医者様だろうがなんだろうが、合コンには興味がないの。それに週末は予定があるのよ。他を当たって」

「また？　悠はいつも予定があるとかなんやかんや言って断るけど、本当のところはどうなのよ？」

「ど、どうって？」

　万緒に顔を覗き込まれて、目は泳ぎ返答がしどろもどろになってしまう。

　さすがに曖昧な言葉で断り続けるのは、『予定がある』だけでは説得力に欠けるか。自分でもそろそろマズいとわかっていても、他にいい言い訳が見つからないのだから仕方ない。

「悠は臆病すぎるのよ。もう二十五歳になるのよ、いつまで処女でいるつもり？」

　この歳になるまで恋人がいたことがなく、男性経験がないことも万緒には全部話してある。だからそう言われるのはしょうがないけれど、さすがにズバリと言われたら私だって頭にくるというもの。

　いくら親友の万緒だからって、なんで私がそこまで言われなくちゃいけないの？

　ふつふつと怒りのような気持ちがこみ上げてきて、勢い任せに口が動く。

「万緒、いい加減にして。内緒にしてたけど、実はもういるのよ」

「いるって、なにが？」

　え、なにが？　そうよね、ちゃんと答えがいるわよね。

　咄嗟に出た言葉に答えなんて、もちろん用意してあるわけがない。でも言い逃れるためにはなにか必要だと、ない知恵を絞って必死に探す。そしてようやく出てきたのは……。

「こ、婚約者よ。今いろいろ準備中なんだけど、近々結婚の予定でね。だから合コンは……って、それくらい察してくれない？」

　私と万緒のふたりしかいない秘書室に、私の思いがけない言葉が響く。ハッと我に返ると、万緒が目を大きく見開いて私を見つめていた。

　婚約者とか、私ったらなんてことを言っちゃったのよ……。

　恋人もいたことがないのに、まさか〝婚約者〟の言葉が導き出されるとは。自分で自分に驚いてしまう。

　自分の言ったことには責任を持つように──そう学生の頃の先生に言われ心がけてきたけれど、今回ばかりは責任を負えそうにないかも。

　しまった、といまさら思ってももう遅い。万緒が怪訝な表情で見ているのに気づき、思わず目をそむけた。

「婚約者？　本当に？　浮いた話ひとつない悠にそんな人がいたなんて、いまいち信じられないんだけど」

　そう言って不信感いっぱいの目を向けてくる万緒に、目を合わせないまま苦笑いして見せる。

　さすが万緒、見透かされてる。信じられないのは私も一緒だよ……。

　でもここで嘘でしたと言うわけにもいかないし、もう後には引けない。

「万緒に黙っていたことは申し訳ないとは思ってるけど……」

「そういうなら、相手が誰なのか教えなさいよ」

「あ、相手は……」

　婚約者はもちろんのこと男友達もいない私に、相手なんているわけないじゃない。こんなことになるなら、婚約者がいるなんて言わなければよかった。

　後悔ばかりが押し寄せて、項垂れるように下を向く。

「いくら親友の万緒でも、相手が誰か口が裂けても言えないよ……」

　そんな苦し紛れの言葉を絞り出す。でも万緒はもちろん納得していない様子で。取り繕うための相手もいないんだから、もうこれ以上打つ手がない。

　万事休すか……。

　やっぱりちゃんと謝ろう。そう決心して顔を上げと同時に、万緒が「そうか！」と声を上げた。

「万緒？」

「なんでもハキハキものをいう悠が、そこまで口篭もるっていうことは……。もしかしてその相手って、社長なんでしょ？」

「え？」

　しゃ、社長!?　どうしてここで社長が出てくるの？

　確かに社長といえば私の近くにいる唯一の男性だけど、婚約者とか恋人の類にしていい相手ではない。だからそんなこと少し考えればわかるはずなのに、万緒は正解を当てたと言わんばかりにドヤ顔を決め込んでいる。

　どうしたらいい？

　実を言うと、社長には少なからず好意を抱いている。それが恋とか愛というものかどうかは、経験がないから自分ではよくわからないけれど。

　だから万緒の勘違いとはいえ社長が婚約者と言われて、嬉しいというか心弾むというか……。

　社長が婚約者なんて万が一にもないけれど、今回の合コンを断るために少しの間だけ名前を借りるくらい、神様だって許してくれるよね？

　そんなよこしまな気持ちが、ふと頭をよぎる。

　幸いなことに万緒は専務付きの秘書で、社長と顔を合わすことは全くないとは言わないけれど少ない。それに仕事中なら、プライベートな話はそうそうできないだろう。

　婚約者がいると言ってしまった手前、背に腹は代えられない。ここは万緒の盛大な勘違いを、しばらくの間だけ使わせてもらうことにしよう。

　深呼吸をして気持ちを整える。くるりと椅子を回し万緒を真っすぐに見据えると、そうだと言わんばかりに頷いてみせた。その瞬間、万緒の顔がパッと華やぎ目をキラキラとさせる。

「冗談のつもりで言ったけど、まさか本当だったなんて。それにしても、私にまで秘密にしてるなんてひどいじゃない」

「そ、それは……」

「まあ秘書が社長と付き合ってるなんて、さすがに言えないか。うん、わかった。私も誰にも言わない。秘密は守るからから安心して」

　ひとり盛り上がっている万緒に肩を叩かれ、「う、うん」と心ここにあらずの返事を返す。この場は一応収まったけれど、内心は慌ただしいままだ。

　嘘なんてつくもんじゃない──。










秘書たるもの











　無心でキーボードを叩き、ピタリと手を止める。

「はぁ……」

　昨日の万緒とのことを思い出し深くため息をつき、ぼんやりと窓の外に目を向けた。

　なんであんなこと言っちゃったのかなぁ……。

　万緒のことは信用している。秘密は守ると言ってくれたから大丈夫だとは思っていたけど、いざ社長を前にしたらどうなるのか心配は尽きない。

「はぁ……」

「十回目」

「え？」

　声が聞こえたほうに振り返るとパチパチと目を瞬かせ、なにが十回目なのかと小首を傾げる。

　私の目の先にいる『十回目』と言い放った彼──津城社長は、津城グループの社長で私の直属の上司。二年前に体調を崩して社長職から退任した現会長から引き継ぐ形で、会長のご子息である彼が社長になった。

　津城唯史ただふみ、三十二歳。独身、恋人は……現在いないと思われる。

　高身長で落ち着いた立ち居振る舞い、俳優かモデルと言わんばかりの整ったルックスに、女性社員の心をつかんで離さない低くてセクシーな魅惑のボイスの持ち主。

　ファンも多く告白する女性も引く手あまたと聞くが、私が知っている限りでは社内の女性と付き合ったことはない模様。

　社長に就任したばかりの頃は余裕がなかったのか威圧的に感じたこともあったけれど、それも同じ空間で過ごしていくうちに解消。本来の彼は丁寧な物腰で穏やか、自然と人を引き寄せる優しい人だと気づいた。

　私しかいないときは、俺様気質を発動することのほうが多いけど……。

　仕事面では父親から引き継いだ事業だけじゃなく、総合的なレジャー企業の開発に力を入れ、さらなる飛躍を目指している。全国展開している宿泊施設で使用しているスーベニアブランドのオンラインショップを開設できたのも、彼の功績と言っても過言じゃない。

　そんな彼がどうして『十回目』と言ったのか、いまだわからずじまい。きょとんと呆けている私を見て、社長が仕方ない奴だと苦笑した。

「ため息の回数だ。水瀬さんにしては珍しい現象だね」

　社長にそう言われて、やっと『十回目』の意味を知る。

　秘書といえば経営陣が業務を遂行しやすいよう陰で支える、上司の右腕ともいえる重要な仕事。今日は予定していなかった会議が急に入ったため、社長室で社長の指示を仰ぎながら資料を作成しているというのに、ため息ばかりついていたとは不徳の極み。

「申し訳ありませんでした」

　これ以上迷惑はかけられないと姿勢を正しパソコンに向き直ってはみたものの、どうにも落ち着かない。いつもの集中力はどこかに消えてしまい、またしてもため息を漏らしてしまう。

　ハッと気づいて慌てて口元を手で隠したけれどすでに手遅れで、こちらを見ていた社長と目が合って顔全体を覆い隠した。

「どうした？　なにがあった？」

　社長の口調が変わる。

　関係部署から上がってきた稟議書に目を通していた社長はおもむろに立ち上がったと思うと、私のデスクに向かってゆっくりと歩き出す。その目は私を捕らえたままだ。

「ど、どうって……」

　そんなこと言えるわけがないと、慌てて目をそらす。

「なにがあった？」

　もう一度そう聞かれても、なにも答えられない。明らかにさっきより近くから声が聞こえ、胸の鼓動が速まった。

「……な、なにもないです」

「なにもないって顔じゃないよな。俺には言えないこと？」

　すっと伸びてきた手が私の顎を捉え、有無を言わさず顔を押し上げられてしまう。

　そうだった。仕事中の社長は笑顔が多く穏やかだが、実のところ少々強引な性格で我が強いタイプだったことを……。

「仕事のこと？」

「……いえ……」

「じゃあ、プライベートなことか？」

　怪訝そうな表情をした社長が、グッと顔を近づけた。まだ顎は捉えられたままで、顔を動かせない私は目だけ少し動かした。

「そんな社長に心配していただくようなことではないので、お気になさらずに」

　社長が婚約者だと嘘をついたなんて、言えるはずがない。笑顔でその場を取り繕う。

　これで納得してくれるといいんだけど……。

　恐る恐る目線を戻す。社長との距離は近いままで、心の中までも覗き込むような澄んだ眼差しで見つめられ、否応なしに心臓が波打つ。

「わかった」

　社長は一言そう言うと、小さく息を吐きながら私から離れる。なにがわかったのかはわからないけれど、ひとまず心臓は落ち着きそうだ。

　──そうホッとしたのも束の間。

　エグゼクティブデスクに戻った社長は、デスクの上のノートパソコンを荒い手つきで閉じる。その音に驚いて、ビクッと小さく身体が跳ねた。

「今日のこのあとの仕事、全部キャンセルしてくれ」

「はい、キャンセルですね……って。社長！　なに言ってるんですか!?」

　耳を疑うような発言に、驚きは隠せない。

　危うく頷いてしまうところだったじゃない。急にキャンセルなんて、一体なにがあったというの？

　急にそんな無茶なことを言われても、今からどうすることもできない。普段の社長らしからぬ奇行に動転してしまう。

「今日は午後からリゾートホテルの視察と面会、夕方からは会議が入っています。今からキャンセルと言われましても……」

　今日の視察は抜き打ちであっても、支配人や主任クラスには連絡済み。それなりに準備もしているだろうに、いまさら中止だとは言いにくい。

　なにがどうしてこうなったのか、さっぱりわからない。社長の表情を読み取ろうとしてもムスッと椅子に座っていて機嫌が悪いのはわかるが、その理由は見当もつかない。

「つ、津城社長？」

　いたたまれなくなって、社長の名前を呼んでみる。

　視察の時間まではまだ十分あるけれど、このまま放っておくわけにもいかない。

　おずおずと立ち上がり、少しだけ社長に近づく。私が立ち上がったのに気づいた社長は、椅子に座ったままくるりと背を向けた。

「隠し事をする秘書は信用できない。すなわち、君とは行動を共にできないということだ」

　社長は振り向きもせずに、冷たい声でそう言い放つ。

　信用できないなんて……。

　社長の秘書になってから二年。彼の秘書に就いたばかりの頃はコミュニケーションをとるのに苦労したけれど、今は誰よりも信頼関係を築けていると思っていた。

　それなのに、ため息の理由を言わなかっただけで、その態度はどうかと思うんですけど……。

「そんな言いかた、しなくてもいいのに……」

　精神的ダメージを受けて、おもわず心の声が口から出てしまう。社長に向かって言う言葉ではないけれど、出てしまったものはしょうがない。

　もとはと言えば社長が悪いんだし……。

　それでも一応謝ったほうがいいだろうと、小さな声で「申し訳ありませんでした」と謝る。すると私のほうに向き直った社長が、いつもの穏やかな笑顔を見せた。

「俺が悪いとでも言いたげな顔だな」

「そ、そんなこと──」

「思っただろう。水瀬さんは思っていることが、すぐ顔に出るからな」

　社長は私の否定を打ち消すようにそう言って、優しそうにふっと微笑む。その表情のどこにも、さっきまでの冷たさはない。

「よし、わかった。仕事をキャンセルするっていうのは冗談だが」

　冗談だったんだ。

　よかった……と、安堵の吐息が漏れる。

　でも秘書にそんな冗談を言うなんて、社長の風上にも置けない。私がどれだけ当惑したか、わかってるのかしら……。

「もとはと言えば、水瀬さんが悪いと思うんだが。朝からため息ばかり聞かされる、こっちの身にもなってみろ」

「それは……。気づいてなかったとはいえ、誠に申し訳ありませんでした」

　秘書たるもの、言い訳はするものじゃない。指を揃え身体の前で手を重ねると、ゆっくり丁寧にお辞儀をする。

　秘書といえば、丁寧で上品な仕草、細やかな気遣いのできる人──がモットーで、姿勢とお辞儀は立ち居振る舞いの基本。謝罪やお礼の場合は最も深い四十五度、一般的な挨拶や来客の送り迎えは三十度、会釈や報告は十五度に頭を下げると言われている。

　最近では場面ごとにうまく使い分けできるようになり、スマートに振る舞えるようになってきた……なんて、自分なりに思っていたりする。

「今晩、食事に付き合え。話を聞く権利くらい、俺にはあると思うんだが？」

「でも──」

「君に反論の余地はない。じゃあ仕事に戻るぞ」

　社長の一言で、その場の空気が変わる。今の私に選択肢はない──というわけだ。

「はい、わかりました」

　私もすぐにデスクに戻り、途中だった資料作りに取り掛かる。

　社長と食事なんて、どうなることか……。

　社長になんと話したらいい？　そんなことばかり考えて資料作りに身が入らなかったことは、言うまでもない。










密かな恋心











　来年度の人事採用に向けた会議に出席したあと社長に連れていかれたのは、社長が個人的に贔屓にしている広い庭園に囲まれた老舗の高級料亭。私ごときが足を踏み入れることなど許されない、質も値段もハイレベルな超が付くほどの有名なお店だ。

　車から降りると、社長のあとに続く。ここにはもう何度か連れてきてもらっているが、立派で優雅な佇まいにいまだ気おくれしてしまう。

「予約した津城です」

「津城様、お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

　そう言って迎えてくれたのは美人女将で、社長の後ろで小さくなっている私にも「いらっしゃいませ」とニッコリと微笑んでくれた。

「お世話になります」

　優しい笑顔に緊張もほぐれホッとする。いつの間に予約したのか案内されたのは奥の個室席。よく手入れされた庭園が目に飛び込んできて、凛とした空気に少しだけ肩の力を抜く。

「なんでもいいか？」

「はい」

　社長は私に好き嫌いやアレルギーのないことを知っていて、慣れた様子で注文を済ませると、上着を脱いで一息ついた。

「今日も昼間は暑かったな」

　喉が渇いていたのか、冷えた緑茶が入ったグラスを持つと半分ほど飲んだ。カランと氷の音が響く。

「……そうですね」

　私は別の意味で、暑い一日だったけれど……。

　輪をかけてどんよりした気分にため息が出そうになって、それをなんとか抑える。そんな私を見ていた社長は、口元に笑みを浮かべ座卓に頬杖をついた。悪戯っぽい眼差しを向ける社長は、どこか意地悪だ。

「ところで」

　迫るような低い声に、ゾクッと身がすくむ。とうとう来るべき時が来たかと、スカートをギュッと握りしめる。

「ため息の理由、話す気になったか？」

　そう言うと社長は頬杖をやめ、座椅子に座りなおして腕を組む。表情はいたって普通だが、その目は絶対に白状させてやると語っている。

　食事に誘われてから八時間、なにも考えてなかったわけじゃない。

　本当のことを言うと、適当に誤魔化そう、ため息の理由なんて馬鹿正直に話さなくてもいいじゃない──と何度も思った。

　でも社長はきっと、私の嘘を見抜く。こっちがドキリとするくらい甘い色を秘めた瞳に一時も離さず見つめられていては、最後まで誤魔化す自信がない。

　万緒から言い出したこととはいえ、合コンを断るために社長の名前を勝手に使ってしまったのだ。

　分不相応な私が社長の名前を使うなんて、浅はかでした……。

　こうなった以上、隠し事するのは賢明だとは言えない。こうなったら正直に話そうとここに来たんだから、さっさと話してしまおう。

　そう決心して、息を深く吸い込む。

「実は──」




　全部話してしまった。

　恥ずかしさがピークを迎え、熱くなった顔を両手で隠す。社長がどんな表情をしているか気になって、指の隙間から覗き見た。

「顔が真っ赤だぞ」

　そう言って伸びてきた手が私の頬に触れ、ニヤリと笑う。その艶を帯びた瞳に射竦められる。小さな胸がトクンと音を立てた。

「……っ!?」

　な、なんで頬をさわられているの？

　こんなことは初めてで、驚きで声の出し方を忘れてしまう。恋愛経験がゼロに等しい私には、こんなときどんな顔をしたらいいのかわからない。

　社長も社長で、しばらく黙ったまま私を見つめている。

「あ、あの……」

「バーカ」

　そう憎まれ口を叩いた社長は、私の頬に当てていた手をスッと離す。ホッとしたのも束の間、今度は鼻をキュッと摘まみあげた。

「いたっ！」

「そんなしょうもない嘘をつくから困ることになるんだ。どうせつくなら、もっとマシな嘘をつけ」

　ごもっともです。呆れ顔をする社長に、反論する言葉もない。でもそう言うしかなかったんです……と、摘ままれた鼻を擦りながら心の中で盾突く。

　わかっていたことだけど、バカと言われれば正直落ち込む。もっとマシな嘘とか言われても、嘘なんて簡単には浮かばないでしょ。

　だからって社長が婚約者とか、言いすぎだとは思うけど……。

「それで、どうするつもり？」

　社長は最初に運ばれてきた先付をつまみ、美味しそうに冷酒を呑む。

「どうする？　どうしましょう……」

　どうするもこうするも、社長に話すことは決心したけれど万緒に嘘をついたことへの答えは考えてもいなかった。

　津城グループの一社員の私が社長に『婚約者になってください』とお願いすることもできないし、そもそも恋愛をしたことがないんだから婚約者どころの話じゃない。

　仕事が一番だなんていつまでも言ってないで、私もそろそろ婚活をする時期なのかも。生まれてから一度も恋人がいないなんて、二十五歳の女がどうかしている。

　潮時なのかも……。

　ふとそんな風な素直な気持ちが湧き上がってきて、胸のつっかえていたものがストンと落ちた。

「万緒に、正直に話すことにします」

　うん、それがいい。ちゃんと話せば万緒はわかってくれる。合コンはどうかと思うけれど、避けてばかりもよくないのかもしれない。お医者様とかエリート揃いとか言っていた、今度の合コンには一度参加してみるのもいいかもしれない。

「社長はなにも関係がないのに、不愉快な思いをさせてすみませんでした」

　座椅子の横に移動して両手をつくと、深く頭を下げる。

　大企業の社長にこんな高級料亭で、私の他愛もない話に付き合わせたのだ。本来なら頭を下げただけじゃ済まない。いつもならご馳走してもらっているが、今日はそうもいかないだろう。社長を煩わせてしまったのだ、給料日前で痛いけれどそれくらいの出費は致し方ない。

　お財布の中、いくら入ってたかなぁ……。

　ここで確認するわけにもいかずシュンと肩を落とした、そのとき。

「婚約者の話は嘘でした、とでも言うつもりか？」

「はい、それが一番かと」

　最初から嘘なんてつくべきじゃなかったんだ。そうすれば社長に心配をかけることも、忙しい社長の時間を割くこともなかった。

　社長秘書として失格だ。

　向付のお造りに伸ばそうとした手を止めて箸をおき、ぎゅっと握った自分の手元を見つめる。

「いくら親友と言っても、それでは今後の仕事に支障が出るんじゃないか？」

　冷静な社長の声に顔を上げる。どういう意味だろう。

　相手は万緒だ。私と彼女が親友なのは社長も知っているっていうのに、そんな心配いらないと思うのは私だけ？

　キョトンとしながら見つめ返すと、社長はため息にも似た短い息を吐く。

「黒川さんの口から俺の名前が出たとき、どうして頷いた？」

「それは……」

　後ろめたい気持ちがあって言葉に詰まる。図々しいとわかっていても社長が婚約者だったら嬉しいと心弾んでしまったなんて、そんなこと恥ずかしくて言えるわけがない。

「もし違う男の名前が出ても、水瀬さんは頷いたのか？」

「そ、そんなわけっ……ないじゃないですか」

　ここでムキになるのはどうかと理性が働き、声を抑えて目を逸らす。

「じゃあどうして頷いた？」

「ど、どうしてって……」

　なんて答えたらいいのかわからず黙っていると、席を立った社長が近づいてきて私の隣に座る。なんで隣に……と思った刹那、唖然としている私にグッと顔を寄せた。

「よし、いいだろう。俺が君の婚約者になってやる」

　耳元で、なぜか甘い声でささやかれ、少なくても十秒は思考が停止する。

「どうした？　聞こえなかったか？」

「は？　いや、いえ、あの……」

　今の私は挙動不審に違いない。ここが個室でよかった。

　それにしても、今の社長の発言はなんだったの？　俺が君の婚約者？　私の聞き間違い？　自分に都合がいい幻聴が聞こえちゃったの？

　あーだこーだとひとり取り乱していると、社長がプッと吹きだした。

「まあ落ち着け。で、聞こえてたのならどうする？」

　社長はそう言うけれど、聞こえていようがいまいが、そこは問題ではない。でも社長は早く答えを出せというように、グイグイ迫ってくる。

「なんだ。俺では君の婚約者にふさわしくないと言いたいのか？」

　少し厳しい口調で言われ、ビクッとしてしまう。

「いっ、いえいえ！　とんでもないです！」

　興奮して否定する声が大きくなって、部屋には社長と私しかいないのになぜか視線を感じて、きょろきょろ辺りを見渡した。

「そんな、婚約者にふさわしくないなんて、そんなこと思うはずないじゃないですか。むしろ申し訳ないというか、社長に婚約者のフリなんて滅相もない。お願いできません」

「俺から言い出したのに？」

「たかが秘書の嘘に、社長が付き合うことないって言ってるんです。秘書が社長を困らせてどうするって話だよ……」

　もうなにがなんだか訳がわからない。敬語とタメ語がゴチャゴチャになってしまう。

「別に俺は困らないけどな」

　社長の表情は憮然としているが、特に気にしてなさそうにぽつりと言い放つ。

　どういう意味で『困らない』なんて言ったのか見当もつかないけれど、もう放っといてくれればいいのに。それに……。

「社長はお付き合いしている彼女、いないんですか？」

「は？」

　手にしたお酒を飲むのをやめて、社長がこちらに目を向ける。

「婚約者のフリをしてもらうつもりは毛頭ありませんが、もしいるのならこんな時間も申し訳ないと思いまして」

　彼のもとで働いて長いが、私生活を職場に持ち込むような人ではないから、まったくと言っていいほどプライベートを知らない。

　とはいえどこから見てもイケメン、文句のつけようのない眉目秀麗。しかも津城グループの社長なのだから、女性に不自由なんてしたことはないだろうけれど……。

　当たり前のことなのに、気分が滅入る。

「俺に彼女がいたら、婚約者になってやるとは言わないな。俺は悠が思っているほど不誠実じゃない」

「そうですか……って社長？　今、悠って……」

「ああ、呼んだ。婚約者のことを名前で呼ぶのは普通のことだと思うが、違うか？」

「違うかと言われましても……」

　いきなり呼び捨ては困る。男性に呼び捨てされたことは初めてで、ドキドキが止まらない。私にだって、心の準備というものがあるっていうのに……。

　本当の婚約者なら社長の言う通りだと思うけれど、私たちの関係はそうじゃない。婚約者のフリなんてお願いできないと断ったのに、どうしてこうなるの？

　もしかして、からかわれてる？　社長にしてみたらこの程度のこと遊びにすぎない？

　それはそれで、複雑な気分になってしまう。

「社長に婚約者のフリをしてもらうなんて、やっぱり無理です。できません」

「頑なだな。だったら、俺の秘書としてよくやってくれていることへの感謝の気持ち……とでも思っておけ。それなら受け入れやすいだろう。どうだ？」

　社長がそう言って、私を抱き寄せた。

　な、なんで抱き寄せられているの!?

　緊張に身体を強張らせている私とは裏腹に、社長は大人の余裕を醸している。

　そうか、これは今までの恩返しということね。それなら納得がいく。さすがは社長だ。

　ズキンと胸が痛む。この痛みは、どういうことなのか。

　今の社長の言葉で、やっと気づいた。気づかされてしまった。

　私が社長に抱いていた好意は〝恋〟なんだと。社長の秘書としてそばにいるうちに彼の人となりを知り、密かに恋心を抱いていたのだと。

　でもそれは私の一方通行の恋。そこに愛はない。気づいた早々、失恋決定。

　社長にとって婚約者のフリをすることなんて、どうってことないのだろう。ビジネスシーンで言えば、ウィンウィンの関係というわけだ。

　わかっていたことだけど、かなりツラい。

「そうですね。それなら、お願いしてもいいですか？　ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします」

　顔はいつもの、いたって普通の顔をして。でも心の中はかなり複雑で、半ばやけくそに言葉を返す。

「わかった。今から悠は俺の婚約者だ」

　社長は私の頭に手を置いて、くしゃくしゃと頭を撫でる。

　これでしばらくは、合コンに誘われることもない。ほとぼりが冷めたころに社長とはやっぱり合わなくて別れたとでも言えば、万緒も納得してくれるだろう。そう思えば気が楽だ。

　こういうときは飲むに限る。社長への恋心は今日まで。飲んで飲んで飲みまくって、きれいさっぱり諦めよう。

「さあ社長、飲みましょう。お料理もおいしそうですね。全部残さずいただきますよ」

「ああ、そうだな。でもまずは、婚約者に向かって『社長』って呼ぶのを改めないといけない」

「と、言われますと？」

「俺の名前、知ってるだろう。呼んでみろ」

「津城唯史……ですよね」

　もう二年の付き合いだ。当たり前だが名前はよく知っている。

「そうじゃない。俺は悠の婚約者なんだ。ということは、悠は俺の婚約者ということになるのだから、お互い名前で呼ぶのが自然というものじゃないか？」

　それはそうかもしれないけれど。

「ちょっと無理があるといいますか……」

　社長に悠と呼ばれただけで呼吸が乱れるほど鼓動が速度を増すのに、私から社長の名前を呼ぶなんて、それこそ無理な話というもの。

　いくら婚約者のフリをしてもらうからと言って、あくまでも社長と秘書の仲なのだ。そんな人を名前で呼ぶなんて、そんな恐れ多いことしたらきっと罰が当たる。

「ここは会社じゃないんだ。意識せずに、気軽に呼べばいい」

　でも社長は私の気持ちなんてお構いなしにそんなことを言うから、仕方なく重たい口を開く。

「唯史……さん」

　か、顔が熱いんですけど……。

　恥ずかしさに身体を震わせ、赤くなっているであろう顔を隠すように両手をかぶせて俯いた。

「呼び捨てでいいんだけどな」

　くつくつと身を震わせて笑い出す社長に、うっすら涙目で精一杯の冷めた視線を送る。

「社長、からかうのもいい加減にしてください。もういっぱいいっぱいです……」

　もうこうなったら食べてやる。

　社長が見ていることは気にせずに、目の前に置かれている松坂牛の西京焼きを口いっぱいに頬張る。

「美味いか？」

　口の中がいっぱいで答えることができなくて、コクコクと頷いてみせる。そんな私を慈愛に満ちた瞳で見つめ、満足そうに微笑んだ。

　なぜか急に、胸の中が温かくなる。今を楽しもう。

「俺も食べるとするか」

　そう言って社長は、私の前の席に戻る。いつの間にかその場の雰囲気は穏やかなものになっていて、社長……いや、唯史さんと愉しい時間を過ごした。










あなたになら……











「飲み足りないな」

　食事の最後に出された水菓子を食べ終わると、唯史さんがポツリとつぶやく。

　きっと、私のペースに合わせてくれていたんだろう。酒豪とまでは言わないがそれなりの量はイケる口の彼が、今日はそれほど飲んでいない。

　まあどれだけ飲んでも、顔色も態度も変わることはないけれど。

　私から頼んだわけではないけれど、今日の食事は私の〝ため息〟が原因だ。唯史さんが飲み足りないのなら、最後まで付き合うのが当然のことだろう。

「お付き合いします」

「いい返事だ」

　私の返事に、唯史さんがそう言って顔をほころばせる。この笑顔が社内外の女性を、瞬く間に虜にしてしまうのだ。

　私も人のことは言えないか……。

　彼への本当の気持ちには、ついさっき気づいたばかり。でも同時に、報われない恋だと知ってしまったけれど。

　唯史さんはスマホをタップして、なにかを探している。

「ウィスタリアホテルのバーでいいか？」

　いいかって、いいに決まっている。ウィスタリアホテルのダイニングバーといえば、世界大会で入賞したバーテンダーがいると評判で、一度行ってみたいと思っていた。

「しゃ……唯史……さんは、行ったことあるんですか？」

「馴染みのバーテンダーがいるからな」

「日向さん!?」

「そうだ。なんだ、知ってるのか？」

　知ってるもなにも、その日向さんが世界大会で入賞したという、まさにその人。そんな人と知り合いだなんて、『一流は一流を知る』と言うが惹かれ合うものがあるのかもしれない。

「有名な方ですよね。一度お会いしたいと思っていました」

「そうか。俺はいつも、ひとりになりたいときに利用している。誰かを連れていくのは初めてだ」

「え？　それじゃあ──」

　私は行かないほうが、と言いかけた私の言葉は、唯史さんの指で唇を塞がれて行き場を失う。

「悠だから、連れていきたいんだ」

　席を立った唯史さんに腕を引かれ私も立ち上がると、そのまま手首を引っ張られるように外に出て、用意されていたタクシーに押し込まれた。

　万緒との話に合わせるだけの婚約者なのに、どうして……。

　行き先はわかっているのに、まるで拉致されたかのようにドキドキが治まらない。タクシーの中では逃げも隠れもできないのに、身体はピッタリとくっついて手は繋がれたまま。

「た、唯史さん？　これは？」

　そう言って腕を上げて見せる。でも唯史さんは見て見ぬふりをして、何食わぬ顔で窓の外に目を向けてしまった。

　離すつもりはないみたい……。

　料亭からウィスタリアホテルまでは、タクシーで三十分ほど。

　女性の扱いに慣れている唯史さんにとってはなんでもないことでも、手を繋ぐことでさえ慣れてない私は緊張で手に汗が滲む。

　お願い、早く到着して！

　心の中での願いが届いたのか、混雑に巻き込まれることもなくホテルに到着。エスコートされるままタクシーから降りると足元がふらつき、よろけた私の身体を当然のように支えてくれた。

　肩に回された手の触れ方は、あくまでも紳士的でさり気ない。まるで本当の彼女のような扱い方に、勘違いしてしまいそうだ。

　唯史さんに寄り添い向かったのは、ウィスタリアホテル最上階にあるダイニングバー。一歩中に入ると、唯史さんが一緒じゃなければ絶対に足を踏み入れることはないであろう大人の雰囲気に目がくらむ。

　店員さんに案内されて窓際の席に落ち着くと、ふうっと息を吐いた。それでも,なんとなく場違いなような気がして落ち着かない。

　横目に周りを見れば、素敵な男性の横に立っても見劣りしない、自分に自信のありそうな、女の私から見ても素敵としか言いようのない女性ばかり。勝負するつもりはさらさらないが、万が一にも勝てる相手ではない。

　唯史さんには悪いけれど、そう思うと少しだけ肩の荷が下りる。飲み足りないと言っていたけれど、本当のところはわからない。

　どうしてここに連れてこられたのかはわからないけれど、こんな素敵なバーに来られることは、もう二度とないかもしれない。

　だったら楽しまなくちゃ。

　私の中で考えがまとまると、ストンと腑に落ちる。なんだか気持ちもスッキリして、思わず笑みが漏れた。

「どうした？　なにかいいことでもあったのか？」

「え？」

「さっきからずっと、ひとりで百面相してるぞ」

　ひとりで百面相!?　そうなの？

　唯史さんの言葉で初めて気づいて、そっぽを向くと頬を押さえた。

「そ、それにしても、キレイな景色ですね」

　こういうときは誤魔化すに限る。でも景色がキレイなのは本当で、宝石箱をひっくり返したようなきらびやかな夜景が眼下に広がっている。

　バーラウンジの窓際の席は全部ガラス張りで、どこからでも夜景が見渡せる。店内は暗めの明かりと壁側の間接照明、ところどころに埋め込まれているフットライトがテーブルやスツールを淡く照らしていて、まるで夜空に漂っているみたいだ。

「そう言ってもらえると、連れてきた甲斐があるな。気に入ったか？」

　目を細めてそう聞かれ、素直に「はい」と頷く。

　今飲んでいるのは、唯史さんがおススメと頼んでくれたカクテル【テキーラサンライズ】。

　テキーラと聞いてかなり身構えてしまったけれど、テキーラサンライズはテキーラをオレンジで割ったものにグレナデンシロップ（ザクロの液糖）を落としたもの。少し混ぜ合わせると朝日が昇ってくるようなグラデーションができるというのが名前の由来なのだそう。

　オレンジジュースとグレナデンシロップのトロピカル感でアルコールを感じ過ぎず、またテキーラの美味しさを知ることができる最高のカクテルだ。

「美味しい」

「それはよかった」

　ウィスキーをトワイスアップで飲んでいた唯史さんはそう言って、嬉しそうに私を見る。柔らかい瞳で見つめられると、今まで感じたことのない不思議な気持ちがこみ上がってきた。

　唯史さんに甘えたい、もっと触れたい……。

　でもそれを行動に移さないのは、まだ理性を保っているから。まだ全然酔ってないのに、一体どうしたというのだろう。

　ふと湧いたおかしな感情に首をひねり、誤魔化すようにカクテルをひと口飲んだ。

　うん、やっぱり美味しい。

　ひとりニコニコしていると、唯史さんが私の頭に手を置いた。

「俺の婚約者はかわいいな」

　ポンポンと弾ませるように頭を撫でられ、亀のように首をひょこりと竦める。突然同時に聞こえてきた思いもよらない言葉に、隣に座る唯史さんの顔を見上げた。

　い、今のは幻聴？

　確かに婚約者のフリはお願いしたけれど、ここに万緒はいないのだからその発言はいかがなものか。しかも『かわいい』だなんて、唯史さんはどうしちゃったのだろう。

　ふたつとも私には当てはまらない言葉で、そうわかっているのになぜだか胸が高鳴る。

「じょ、冗談はやめてください。もう酔ったんですか？」

「冗談じゃないし、酔ってもいない。いたって真面目なつもりだが？」

　怪訝そうな表情を見せる唯史さんに戸惑い、顔をそむける。

　真面目だなんて、そんな顔をして言われても困る。冗談じゃないのなら、なんだっていうの？　そんなの、なんて答えたらいいかわからないに決まってるじゃない。

　でもそんなこと、唯史さんに面と向かって言えるはずもなくて。彼は酔っていないなんて言っているけど、これはなにかの間違いだと結論付けた。

「唯史さんには付き合っていられません。もういいです」

　勝手に話を終わらせると、バーテンダーに違うカクテルをお願いする。唯史さんも諦めたのか、それ以上なにも言ってこなかった。




　それからどのくらいの時間が経ったのだろうか。ふと目線を動かすとダイニングバーの壁にある、お洒落な飾り時計が目に入る。

　えぇ、もうそんな時間？

　時刻は二十三時をとうに過ぎていて、途端に気ぜわしくなる。

「唯史さん、すみません。そろそろ出ないと終電がなくなるので、今日はこの辺で失礼します」

　ごちそうさまでした──そう言いながら立ち上がろうとして、唯史さんの手によって阻止される。バーチェアにストンと引き戻され呆気にとられていると、ニヤリと笑う唯史さんと目が合った。

「明日は土曜日で休みだろう？」

「それは、そうですけど。でも終電を逃すと帰れなくなります」

　タクシーという手もあるにはあるが、如何せん私が住んでいる賃貸マンションまでは道のりが長い。タクシーなんて使ったら、いくらかかることか……。

　やっぱり電車で帰らなきゃ。

　そう思って、いきなり立ち上がったのがいけなかった。酔いが足にきていて、足元がふらついてしまう。

　そういえばカクテルって甘くて飲みやすいけど、アルコール度数が高いんだった。美味しいからっていろいろお願いしちゃったけど、さすがに飲み過ぎたかも……。

　このままでは絶対に転ぶ──と、目を固く閉じた瞬間。

　背中に回された手が、バランスを崩した私の身体をしっかりと支えてくれた。難を逃れることができ、ホッとして目を開ける。

「あ、ありがとうございました」

「気にすることはない。行くぞ」

「え、えぇ!?　行くって、どこへ……」

　わけのわからないまま腰を抱かれ、半ば引きずられるようにバーを後にする。

　フロアに出ると、まるで恋人のように肩を抱かれる。触れる手は優しくて、自然でさり気ないその行動に、女性の扱いになれているんだろうと思わざるを得ない。

　男性に慣れていない私は、カチンコチンだというのに……。

　どこに連れていかれるのかもわからず、頭の中ははてなマークでいっぱい。されるがままに廊下を突き進むと、エレベーターホールに到着した。黙ったまま待っていると、上がってきたエレベーターに乗り込む。

　もしかして、家まで送ってくれるとか？

　そんな期待は、唯史さんがひとつ下の階のボタンを押したことによって、あっけなく覆される。どういうこと？

　なんて考えている間にエレベーターは、ポーンと音を立て下の階に止まった。ドアが開くと当たり前のように降ろされ、連れていかれた先はまさかのロイヤルスイート。

　ウィスタリアホテルのロイヤルスイートなんて、雑誌やネットで見るだけで一生縁がないと思っていた。

　……なんて、そんなことどうでもいい。どうしてロイヤルスイートなの？　もしかして泊まるつもり？

　これは夢か幻か。突然訪れた現実とは思えない状況に、頭の中は真っ白だ。

　そんな呆けている私を余所に、唯史さんはカードキーで素早くドアを開ける。背中に振れた手に促され部屋の中に入ると、脚が浮きそうになるほど身体をグッと壁に押し付けられた。

　目の前、数センチのところには唯史さんの顔。驚く間もなく、ふわりと柔らかいものが私の唇に触れた。

　数十秒後。キスされていると気づくと、それから逃げようとして身動ぎする。でも唯史さんに身体をがっちり押さえつけられていて、身動きひとつできない。

「ん……ゃめ……んぅ」

　突如口腔内に忍び込んできた舌が歯先をなぞり、上あごを舐める。向きを変え、位置を変え、貪るように唇に触れられるたびに、背筋に電流が走り身体がビクンと跳ねあがる。

　もう、ムリ……。

　呼吸が苦しくなってきて、唯史さんの胸を力なく叩く。やっとのことで唇は離されて、どちらのかわからない唾液が、唇の端から垂れた。同時に目から溢れ出す涙。

「なんでこんなこと……」

「悪い。止められなかった」

「酔ってますね？」

　じゃなきゃ、唯史さんが私にキスなんて……。

　涙のワケは自分でもよくわからない。不意打ちのキスに驚きはしたけれど、嫌だったから……という意味じゃないことだけは確かだ。

　唯史さんは、想ってはいけない人。でもキスなんてされたら気持ちが溢れて、なんとも思ってないフリをすることができなくなる。

「酔ってないって言ったら、どうする？」

　こめかみに唇を押し当てて、吐息まじりに囁く。私の髪の中に手のひらを差し入れ、長い指が髪を梳く。耳元から移動してきた唇に、また、口づけられた。

　一度目の激しいキスではなく、唇を合わせるだけの優しいキス。唯史さんの柔らかい唇に、思考はとろけ出しなにも考えられなくなって彼に身を任せた。

　もうどうなったっていい──。

「いいのか？　途中で嫌と言っても、止めてやるほど俺はできた大人じゃないぞ」

「唯史さんなら、いいです」

　あなたになら、初めての身を捧げても後悔しない。

　力なく下に伸ばしていた腕を上げ、唯史さんの首に巻き付ける。唯史さんは一瞬驚いたような顔を見せ、でもすぐそれを優しい笑顔に変えた。

「後悔させない」

　唯史さんがそんなことを言うから、心の声が漏れていたのかと心配になる。

　きっと酔っているだけ。でも、嘘だとしても嬉しい。

　自分から唯史さんに身体を寄せる。するとあっという間に彼の大きな身体に抱きかかえられて、ベッドに連れていかれた。まるで壊れ物を扱うように、ふわっと優しくベッドに下ろされる。

　唯史さんなら、いいです──なんて自分から言ったのに、ベッドに寝かされるとさすがに怖じ気づく。知識はあっても経験はないから、なにから始めればいいのかわからない。

　二十五歳にもなって恥ずかしい。

　こんなことになるなら、もっと早くに経験しておけばよかった？

　自分に自問自答してみるが、答えはもうとっくに出ている。

　初めてが唯史さんでよかった。どうして私？……と思わなくもないけれど、もう気持ちは抑えられそうもない。たとえそれが私の片思い、ふたりの間に愛はないとしても……。

　緊張していた身体から少し力を抜くと、唯史さんの長い腕にふんわり抱きしめられた。優しさに包まれて、安心感からふぅとため息がこぼれる。

「嫌がるようなことはしない」

　私の左頬を大きな手で包み込み、親指の腹で唇をなぞる。見たことのない妖艶な瞳で見つめられると、今まで鳴りを潜めていた恥ずかしさが急に現れ慌てて視線を逸らす。

　でもそんなこと唯史さんには通用しない。

「悠、逃げるな」

　甘い蜜のような声で私の名前を呼び、背けた顎を掴む。顔を真正面に向けられると、再び視線が絡まった。動くなといわんばかりの刺すような目に留められて、今度は逃げられそうにない。

　ペロッと唇を舐められ、「んっ」と声が漏れた隙間から入ってきた熱いもの。初めてのキスのときは翻弄されっぱなしで、どうしていいのかわからなかったけれど今は違う。

　なんとなくだがどうすればいいのかわかって、唯史さんの背中にしがみつくと彼と同じように舌を絡めた。すると唯史さんの抱きしめる腕に力が入り、口づけがひと際深くなる。

　まるで桃を丸かじりするように食まれ、合わさっている音が唇からこぼれていく。

　唇を、舌を、口腔内を、舐められては吸われ、吸われては舐められ、息つく間もない。やっとの思いで吸い込んだ酸素も奪われるほどの激しいキスに、頭がぼんやりしてきた。

　彼の背中に回している腕に力が入らなくなって、だらりと落ちる。そのタイミングで唇は離され、唯史さんはふっと笑って私の顔にかかっていて髪を梳いた。

「一生懸命でかわいい。丹花の様な唇だな」

　そう言っておでこにキスを落とす、そう余裕をかます唯史さんが憎らしい。意地悪な笑みに文句のひとつも言いたいところだけれど、今はそれより息を継ぐのに忙しくてそれどころではない。

　ついには、また口づけの嵐に見舞われて。気づけばブラウスの胸元ははだけている。一気に現実に引き戻されて、本来の思考が復活した。

『今日どんな下着着けてた？』とか、『今日食べすぎたけど、お腹出てない？』とか、『すみません、Ｂカップなんです』とか。そんな、いまさらなことばかりが頭の中をぐるぐると駆け巡る。

　その場しのぎにしかならないとわかっていて両手で胸元を隠すと、その手をやんわりと剥ぎ取られた。

「隠さなくてもいい」

　唯史さんの大きな右手が私の両手首をつかみ、ベッドの頭上に縫いつける。抵抗できなくなってしまい、観念したように目を伏せた。

「ち、小さくてすみません」

　大きいとか小さいとか今そんなことは関係ないのに、言わなきゃ落ち着かない。

　よく言えば中肉中背。悪く言えば、幼児体型のぽっちゃり型。ボン、キュッ、ボンなんて夢のまた夢のちんちくりんで、スタイルには全くと言っていいほど自信がない。

　ダイエットしておけばよかった。

　でもついさっきまで、こんなことになるとは思ってなかったわけで。まだ当分、恋愛ごとには縁がないと思っていたわけで……。

　身を固くし目をギュッと瞑り心の中で言い訳を繰り返えしていると、無防備だった唇にチュッと音を立てて口づけさせる。ビックリして目を開けると上半身を起こされて、唯史さんの胸に優しく抱きしめられた。背中にある手は、まるで子供をなだめるようにポンポンと擦ってくれている。

「初めてだとは思っていたが。なにも心配することはない。大丈夫だから、もう少し身体の力を抜け」

　唯史さんの優しく語りかける口調に、次第に身体のこわばりが解けていく。呼吸も落ち着いてきて、唯史さんに言われた通りに身体の力を抜くとポテッと彼に身をゆだねる。

「すみません。めんどくさい女で」

「謝るな。それに、悠のことをめんどくさいなんて思ってない。俺はめんどくさい女は抱かない主義なんだ」

　そんなことを澄ました顔で言うけれど、なんか説得力があるような、ないような……。

　でもめんどくさい女と思われてなくてよかったと口角が緩む。

「もう大丈夫そうか？」

　背中を撫でていた手が止まり、唯史さんが私の顔を覗き込む。なにが大丈夫なのかいまいちわからないが「はい」とうつむきがちに答えると、すかさずブラウスを脱がしにかかる。手際よくブラジャーのホックもはずされて、お世辞にも大きいとは言えないこじんまりとした胸が露わになる。

「隠すなよ」

　念を押すように、でもその口調は威圧的じゃなくて。空気に晒された胸を愛おしむように、唯史さんの手がゆっくりと動き始める。

「あっ……」

　強く揉みしだかれて、悩ましい吐息が漏れた。それが自分の口から出たものだと気づいても、もう止めることはできない。強弱をつけてリズミカルに胸を掴まれ、痛いようなズキズキするような、初めての感覚に息を呑む。

「はぁ……んっ……」

　次から次へと嬌声が漏れ始め、それを逃がさないと性急なキスが落とされる。その間も愛撫する手は止まらず、全身に甘い快楽を与えてくる。

「俺の手にすっぽりと収まる、ちょうどいい大きさじゃないか。なめらかで柔らかい」

　耳元で囁かれた言葉が全身まで響く。

　きっと気を使って言ってくれたと思うけれど、唯史さんの優しさに頬が緩みそうになる。

　感触を楽しむように、胸の上でゆっくり動く手。しばらく緩慢に動いていたかと思うと突如指先が頂に触れ摘まんだ。

「──やっ……ダメ、んっ！」

　思わぬ衝撃に、身体が大きく跳ねあがる。もう片方の胸は先端を軽く吸われ、時々歯を立てた。

　とめどなく感じる甘い刺激に息は絶え絶え、なんの抵抗もできないまま身を捩じらせ、休む間もなくあえぐだけ。

　いつの間にかスカートも脱がされていて、他人に触られたことのないところに唯史さんの骨ばった長い指が触れた。

「あぁ……」

　するりとショーツを脱がされて、露わになったそこを優しく縦になぞる。敏感になっている突起に触れられると、ひときわ大きな声が出た。

「あんっ！」

　無意識に閉じようとした脚を、唯史さんに瞬時に阻まれる。指はとめどなく動いていて、唇を甘く噛むようにキスしたかと思うと、唯史さんの指が一本だけツプンとナカに差し込まれた。初めての感覚と痛みに、おもわずイヤイヤと首を横に振る。

「っ……あぁ」

「痛いか？」

　唯史さんの声が心配そうに揺れている。

　痛いといえば痛いけれど。それよりも、初めて感じる違和感に戸惑いのほうが大きい。

「大丈夫……です」

　少し顔をしかめながらもそう答えると「そうか」と苦笑いした唯史さんは、触れるだけの柔らかいキスをしてくれた。彼のキスを受けて、だんだんと身体の力が抜ける。

　それを悟った唯史さんは、さらに奥へと指を進めた。一番深いところまで入れると、不規則な動きを始める。ゆっくり抜き差ししたと思ったら、なにかを探るように膣壁をなぞりかき混ぜる。

　同時に親指で敏感になっている突起を押しつぶすように捏ねられると、もうなにも考えられなくなった。

「あぁっ、んっ……やぁ、んあっ……」

　自分の聞いたことのない喘ぎ声が室内に響き、恥ずかしくて仕方がない。でも一度熱を持ってしまった身体はどうすることもできなくて、指の散漫だった動きが速められると背中が浮くようにしなり、身体の奥と足にぎゅうっと力が入る。

「ああぁぁっ……！」

　とどめを刺すようにナカの指が激しく前後に動かされるとビクビクと腰が跳ね、目の前がチカチカとしたと思ったら一瞬で真っ白になる。

　い、今のはなに？　自分の身体なのに、なにが起こったのかわからない。こんなこと初めて……。

　激しく鼓動を打つ心臓を落ち着かせようと大きく息を吐いたが、身体はまだどくどくと脈打っている。

「た、唯史……さん？」

　やっと声が出せるようになって彼の名前を呼ぶ。少しだけ顔を動かすと、いつ服を脱いだのか、一糸纏わぬ姿の唯史さんが覆いかぶさってきた。その目は私を捕らえたままだ。

「まだ終わりじゃない。これからもっと可愛がってやる」

　始めて見る唯史さんの引き締まった身体に、恥ずかしくなって顔を隠す。

「隠すな。ちゃんと俺を見ろ」

　唯史さんはそう言って、顔を隠している手を引き離すと唇を合わせる。それはすぐに深さを増し、ゆっくりと口腔内を彷徨い始めた。労わるようなキスに身体から力が抜ける。それを感じ取ったのか唯史さんはすっと身体を離すと、真上から私を見下ろした。

「悠……」

　唯史さんは私の脚を開くと、その間に身体を割り入れる。自分がしている格好がとんでもなく恥ずかしくすぎて足を閉じようとしたけれど、それを身体に力を入れた唯史さんにあっけなく阻止された。

「だから隠すなって言っただろう」

　そんなこと言われても、恥ずかしいものは恥ずかしい。でもイヤイヤばかり言っていては先に進めない。

「大丈夫だ。優しくする」

「は、はい……」

　返事をすると、おずおずと足から力を抜く。唯史さんがなにかを確かめるように私の中心に触れると、くちゅくちゅと水音が響いた。再び甘い声が漏れ始める。

「少し痛いかもしれないが、我慢してくれ」

　唯史さんに脚を抱え込まれ、間に熱いものが充てられる。私のナカから溢れる蜜を絡ませると、それをグッと内部に押し込んだ。

「いっ……やぁ……イタ……！」

　指なんて比較にならないものが入ってきて身体が軋む。裂かれるような痛みに、身体が恐怖に強張る。

　その痛みに耐えようとシーツをギュッと掴むが、そんなのなんの役にも立たない。

「あぁ……唯史……さっ、もう……ムリ」

「悪い、いまさら止められない。俺に……つかまって」

　唯史さんの息も上がっている。言われた通りに首元に両手を回し入れ、しっかりとつかまる。ぎゅっと力いっぱい抱きつくと、唯史さんも同じように抱き返してくれた。

　彼の大きな身体に包み込まれて、痛みが少し緩和する。

「ああ、キツイな……」

　そう耳元で囁く唯史さんの低くて掠れた声があまりにも官能的で、頭の中の思考が蕩ける。始めに感じた痛みは徐々に変わってきて、痛いとか苦しいとかだけじゃない甘い痺れが加わってくる。

　頭を上げた唯史さんの顔が、なぜか苦しそう？

「唯史さん、大丈夫……ですか？」

「ここで俺の心配か。ああ、大丈夫だが、もう少し動いていいか？」

　『はい』と返事をする間もなく、グラグラと揺らすように腰を打ち付けられる。鈍い痛みに再び襲われて口を真一文字に結ぶと、痛みを和らげるように唇を塞がれた。甘く吸ったり、下唇を食んだり、首筋や鎖骨の当たりを痛いくらいに吸いあげる。

「奥まで入れるぞ」

　脚を持ち上げるように広げられ、唯史さんは全体重をのしかけて入ってくる。これでもかと言わんばかりに深く突き上げられて苦しいのに、その反面どこかから湧き上がる快感。抜き差しする速さが増すたびに、卑猥な水音と自分の喘ぎ声が共鳴する。

　痛みより快感が上回ったころ彼の腰がさらに激しく動き、ひときわ大きくなった彼のモノが叩きつけるように最奥へと挿し込まれた。

「あ、あぁ!!」

　唯史さんの熱い熱に、私は一気に高みへと連れていかれた。




　汗にまみれた体はまだ熱い。昂った感情でわけのわからない涙が溢れ、それを唯史さんが拭ってくれた。

「唯史さん……好き……」

　ぼんやりしながらそう言うと、唯史さんが優しく微笑み甘い口づけをくれる。それは私に深い安堵をもたらせてくれて、そのままゆっくりと微睡に落ちていった。
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　一夜の過ち──。

　そんな話、ドラマや小説の中だけのことだと思っていた。いくら酔っていたとはいえ、まさか自分がその当事者になるなんて思ってもいなかった。

　一時の感情に流されて、唯史さんと身体を重ねてしまうなんて……。

　あの日のことはよく覚えていない。ウィスタリアホテルのダイニングバーで飲んで帰ろうとしたとき、足元がふらついて唯史さんに助けてもらったところまでは記憶がある。でもそれ以降の記憶が曖昧で。

　翌日ホテルのベッドで目が覚めたとき自分が裸だったことと、隣で見目麗しい唯史さんが規則正しい寝息を立てて寝ていたのを見たときの驚きは言葉では言い表せない。

　下腹部の鈍い痛みと、身体のあちこちに残された無数の紅い花のような痕。それらが私と唯史さんの間になにがあったのかを嫌というほど語っていた。言い逃れのできない証拠だ。

　唯史さんはどういうつもりで私を抱いたのだろう。彼は私と違って記憶をなくしているとは考えにくい。私のため息の原因を知って、万緒の前では婚約者のフリをしてもらうことになったけれど、だからといって関係を持つ必要はない。

　男の人は愛がなくても女を抱けると聞いたことがあるけれど、唯史さんがそんな人だとは思いたくない。きっとなにか理由があるはずだ。

　でも聞けなかった。

　だって私は、唯史さんに抱かれたことを後悔していない。もちろん目が覚めてすぐは、とんでもないことをしてしまったと悔悟の念に苛まれた。

　でも時間が経つにつれその思いは変わっていき、記憶がなくても唯史さんに愛されて嬉しいという気持ちが後悔よりも勝ってしまった。

　唯史さんに愛されてなくてもいい……

　これは神様が与えてくれた、最初で最後のご褒美。唯史さんが私の本当の婚約者になることはないけれど、あの夜のことはよい思い出として胸の奥にそっとしまっておく。

　唯史さんがどう思っていようと関係ない。私がひとりでそう決めたのだ。

　だから私と唯史さんの関係は、社長と秘書のまま。それ以上でも以下でもない。

　唯史さんは昨日から室長と出張で県外に出かけていて、今日はそのまま直帰すると聞いている。室長はさっき戻ってきたから、唯史さんはもう自宅にいるだろう。

　万緒は定時で上がっている。役員会の資料つくりも終わって、あとは唯史さんに確認してもらうだけだ。

　週始めの月曜日。時刻は十八時三十分。

「私もそろそろ帰ろうかな」

　今晩は昨日作っておいたカレーを温めて……と考えながら帰る準備をしていると、スマートフォンが鳴り出す。ディスプレイを見ると唯史さんからで、慌てて電話に出た。

「はい、水瀬です」

『今どこにいる？』

「まだ会社です。でも今から帰ろうと思っていたところで。なにかありましたか？」

　室長と出かけていた銀行との打ち合わせで、なにかあったのだろうか。でもそれなら戻ってきた室長が言ってくるだろうし、他に伝え忘れたことでもあったのかと心配になる。

「社長？」

『唯史だ』

「い、いえ、今は会社ですし、名前で呼ぶのはどうかと思いますが」

『まあいい。急用だ、すぐに迎えに行くから地下の駐車場で待ってろ』

　ブッ……。

「あっ、ウソ……」

　切れてしまった。唯史さんの勝手な行動は今に始まったことじゃないけれど、『急用だ』のひと言で電話を切るのはどうかと思うんですけど。

　でも彼の言うことは絶対で。外で待ってろと言っていたから近くにいるかもしれないと、どんな急用かわからないまま急いで身支度を整える。

「お先に失礼します」

　室長に挨拶を澄ませ、エレベーターホールに向かう。すぐに来たエレベーターに乗り込むと地下一階まで下りた。社長専用の駐車スペースを見ると……。

「よかった」

　まだ来ていないみたいだ。唯史さんを待たせたりしたら、無理難題を言われるに決まってる。それだけはごめんだ。

　唯史さんが来るまでにとカバンからコンパクトを取り出し、身だしなみを整える。前髪を直そうと鏡の角度を変えると、その縁になにかが写る。

「遅い」

「きゃっ！」

　だ、誰!?

　いきなり声が聞こえたと思うと、背中から覆いかぶさるように抱きしめられる。誰も彼もない、今の声は……。

「社長！」

　彼の不意打ちの行いに呆れるばかり。かくれんぼする子供じゃあるまいし、一体なにを考えているのやら。こんなところ他の誰かに見られでもしたら、どう言い訳するつもりなんだろう。

「は、放してください。会社の人に見られたら困ります」

「唯史だと何回言えばわかる。それにこうしてたって、婚約者だから問題ない」

「それは万緒の話に合わせるだけの……」

　と言ったところで、唯史さんには通用しないだろう。まだ身体はぎゅうっと拘束されていて、一向に放す気配はない。

「急用なんですよね？　こんなことしている暇、ないと思うんですけど」

　今となってはその急用も、本当かどうかわからないけれど……。

　胸のあたりにある唯史さんの腕を、トントンと叩いて放してと促す。すると予想に反して、するりと身体の締め付けが解かれた。

「夕飯まだだろう。食いに行くぞ」

　またしても勝手なことを言うと、唯史さんは私の手を握る。晩御飯を食べることが急用なのだろうか。いや、そんなことあるわけない。また騙された。

　その手には乗らないんだからと、恋人つなぎで繋がれている彼の手を振り払う。

「唯史さん、すみません。今日は家に用意があるので」

「用意？　なにか作ったのか？」

　興味があるのか、唯史さんが前のめりに聞いてくる。用意とは言ったものの、カレーでは言いにくい。

　本当のこと言うべきかどうか悩んでいると、待ちくたびれたのか、唯史さんが少しイラっとした様子で私の腕を掴んだ。

「帰るぞ」

「え、どこへですか？」

「どこって、悠のマンションに決まってるだろう」

　当たり前のことを聞くなと呆れ顔の唯史さんは、私の手を引っ張ってずんずん歩いて行く。助手席のドアを開けると私を中に押し込んだ。

　私のマンションって、どういうこと？　帰るぞって、送ってくれるということ？

　運転席に乗り込み、おもむろにエンジンをかけた彼を見る。

「送ってくれるんですか？」

「違う。悠がなにを作ったのか確認しに行く」

「はい!?」

　冗談なのか本気なのか、唯史さんはそう言うと車のアクセルを踏み込む。このままでは本当に家まで来てしまうと気持ちは焦るばかり。

　こんなことなら最初から素直に『カレーです』言えばよかった。いや、今からでも遅くない。わかれば納得して、送るだけで帰ってくれる……よね？

　運転している彼の腕に、そっと手を重ねる。唯史さんは一瞬だけ目を私に向け、「ん？」小首を傾げた。

「カレーです。大したものじゃないから、恥ずかしくて……」

「へぇ、カレーか。いいな。ジャガイモは入っているのか？」

　唯史さんの言葉に丸みが帯びる。ジャガイモが好きなのだろうか。

　私が作ったカレーは、子どもの頃に母から教えてもらったもの。なにか特別なものが入っているわけじゃない。ルーは市販の中辛だし、入れる具も鶏肉と玉ねぎと人参という定番のものばかり。でも、隠し味にセロリを一本入れている。

　でもどこの家庭よりも具を大きくして、モリモリ食べるのが我が家流。具だくさん野菜ゴロゴロカレーだ。

「ジャガイモもいっぱい入ってますよ」

「いいな。楽しみだ」

「はい、楽しみで……す？」

　一晩寝かしたカレーは、すこぶる美味しい。だから私も楽しみにしていたけれど、どうして唯史さんまで楽しみだなんて言うんだろう。

　え、えぇ!?　まさか唯史さん、うちでカレー食べるつもり？

　パッと横を向くと、まっすぐ前を見て運転している唯史さんは、いつになく機嫌がよさそうで。カーステレオから流れる音楽に合わせて身体を動かし、ハミングまでしているから驚くしかない。

　こんな唯史さん、始めて見たかもしれない。

　珍しいものが見られたと嬉しくなる。残ったカレーは冷凍保存しようと思って、大量に作ってある。父親以外の男性を部屋に入れるのは初めてだけど、私が作ったカレーを唯史さんにも食べてほしい。

　そんな素直な気持ちが湧き上がる。

　先週あんなことがあったから、どんな顔をすればいいかと悩んでいたけれど。唯史さんを見ていると、心配する必要なかったみたいだ。

「唯史さん、その先のマンションです。あ、そこの駐車場に車止めてください」

　唯史さんにそう伝えると、「わかった」と慣れた手つきでハンドルをくるくると回し車を駐車させる。凄いと感嘆の声を上げた私の頭に、「なにを言ってる、いつものことだろう」と手を乗せた。その手をポンポンと弾ませるから、照れくさくなってしまう。

　車から降りると、唯史さんを案内しながらエントランスを進む。

　築二十年。唯史さんが暮らしているコンシェルジュがいるような超高級マンションじゃないけれど、住めば都で快適に暮らしている。

　エレベーターで五階まで上がり、共用廊下の一番奥にある玄関の前に立つ。

「あの。部屋に入る前に言っておきますけど、狭いので驚かないでくださいね」

　といっても１ＬＤＫで、女性の私には十分な広さ。トイレとお風呂は別々だし、駅近だし、建物は古いけれど室内はリフォームされていてとても住み心地がいい。

「そんなこと気にしない。そんなことより、まだ中へは入れてくれないのか？」

「す、すみません、すぐ開けます」

　ガチャガチャと鍵を開け、ドアを開く。実は掃除好きでそれなりに綺麗にしているが、なにか見られてはいけないものがあったらどうしようと内心ドキドキだ。

「どうぞ」

「お邪魔します」

　唯史さんの我が家への初訪問に心拍数が上がる。リビングへと続くドアを開けると下着類が干してあるピンチハンガーが目に留まり、慌ててそれを掴み取り後ろ手に隠す。

「すみません、見苦しいものを見せてしまって。女のひとり暮らしなので、下着類は室内に干しなさいと母に言われていて。五階だから大丈夫だと思うんですけど」

「いや、謝ることはない。賢明な判断だ。なにかあってからじゃ遅いからな」

　唯史さんはまたもや頭の上に手を置くと、くしゃくしゃと私の頭を撫でる。もう何回かされた行為だけど、なれないスキンシップに顔がにやけてしまう。それがバレないように、キッチンへ逃げ込んだ。

　それにしても、唯史さんがうちにいるなんて不思議な感じ。場違い感は否めないけれど……。

「準備しますから、唯史さんはソファーでくつろいでいてくださいね」

　ご飯は朝タイマー予約しておいて炊けている。カレーライスにはシンプルなサラダがいいと、冷蔵庫の野菜室からレタスとトマトを取り出した。

「唯史さん。トマトは大丈夫ですか？」

「ああ、好き嫌いはない。それに、悠がつくってくれたものなら何でも食べる」

「そ、そうですか……」

　嬉しさが溢れ出そうで、唯史さんに見られないようにクルッと回れ右をする。唯史さんの言葉に一喜一憂してはいけない、思い上がっちゃいけないとわかっているのに冷静になれない。

　落ち着け、私──。

　心の中で、そう自分に言い聞かせる。

　カレーを温めている間にサラダを作り、スプーンとフォーク、らっきょう漬けや福神漬けの付け合わせなどテーブルセッティングを澄ませた。カレーのスパイシーな香りに、我慢の限界だとお腹がギュルルと小さな音を鳴らした。ハッと唯史さんを振り返る。

　よかった。聞こえてないみたいだ。

　そそくさとキッチンに戻ると食器棚からお気に入りのお皿を二枚取り出し、ご飯をよそい具がいっぱいのカレーをその横に盛った。

「唯史さん、準備できました」

「いいにおいがする。さっきから腹が鳴って仕方がない」

「お待たせして、すみません」

　つい癖で、丁寧に頭を下げてしまう。すぐに頭を上げると、間髪入れずに抱きしめられた。驚いて唯史さんを見上げた私の唇に、彼の唇が重なる。

「……っ！」

「悠」

　名前を呼ぶ声と共に、再び重ねられる唇。このキスの意味を知りたい。でも知るのが怖い。なんでもない、ただの挨拶だなんて言われたら立ち直れそうにないから。

　彼が着ているカッターシャツのそでをぎゅっと握ると、スッと唇が離された。

「悪い。せっかくのカレーが冷めてしまう」

　唯史さんは席に着き、「いただきます」と手を合わせた。こういう細かい所作も忘れないところに、唯史さんの育ちの良さを感じる。

　私も唯史さんの向かいの席に座り、キスのことを気にしつつも、いただきますをしてカレーをひと口頬張った。

「美味しい」

「ああ、うまい。本当にうまい。こんなうまいカレーは初めてだ」

「唯史さん、初めてだなんて大袈裟です」

　嬉しい！

　カレーを食べることは突如決まったことで、誰かに振るまうために作ったわけじゃないけれど。唯史さんにそう言ってもらえて安心した。

　いつもならひとりで食べる食事も、今晩は唯史さんとふたり。いつもより美味しく感じるのはきっと、彼の笑顔がもたらした効果だろう。

　もうひと口、ふた口と食べていると、なにかを忘れているような……。

「あ！　唯史さんさっきの電話で、急用があるって言ってませんでしたか？」

「ああ、そうだったな。婚約者の件で考えたんだが、身内だけで結婚式を挙げることにした」

「え？　誰と誰の結婚式……」

　ですか？　と聞くまでもない。ニヤリと笑う唯史の表情に背筋が凍る。

　嘘でしょ。万緒を欺くだけのことなのに、そこまでする意味がわからない。

「こういうことは本当にしないと嘘がバレる。俺のほうで準備は進めるから、悠はなにも心配しなくていい」

「そういうことではなくて。唯史さんに、そんなことまでしてもらう訳にはいきません」

　嘘でも結婚式までしてしまったら、唯史さんのことを想う自分の気持ちがどうなってしまうかわからない。きっと社長と秘書の関係には戻れないだろう。

　そんなの悲しすぎる。

「身内だけでと言っても、騙すことになるんですし……」

「そんな不安そうな顔をするな。細かいことは、これから話し合おう」

　まるで本当に結婚式を挙げるかのように嬉しそうに話す唯史さんを見て、もうこれ以上なにも言えなくなってしまう。聞く耳を待たない彼に、ため息しか出ない。

　なんとかして止めさせないと。

　でも今日のところはなにを話しても無理そうだと、今のこの時間を楽しむことにした。




「ごちそうさまでした。悠は料理が上手なんだな」

「そんな、全然です。まだまだレパートリーも少ないですし」

　料理が上手と言われたことなんて初めてで、恥ずかしくなってしまう。食べ終わった皿を重ねると、急いでその場から離れる。

　きっとお世辞なんだろうけど、カレーを作っておいてよかった。今日はいい日だ。

　洗い物をササッと済ませ振り返ると、私が読んでいた旅行雑誌を眺めている唯史さんが目に入りリビングに向かう。少しだけ距離を開けて、彼の隣に座った。

「旅行に行くのか？」

「え？　あ、はい。近いうちに行きたいなぁと思って買ってみたんですけど」

「誰と行くんだ？」

　誰？　まだ誰と行くとも決めてない。休みが合えば万緒とでも行こうと考えてはいるけれど、それがどうしたというのだろう。

　唯史さんの探るような眼差しに、返事をするのに戸惑ってしまう。

「俺が連れてってやる。どこがいい？」

　唯史さんは持っていた旅行雑誌を私の膝に置くと、離れていた距離を縮める。身体がピタッと密着して、どうにも落ち着かない。

「ど、どこがいいと言われましても……」

　今はそれどころじゃない。ぐいぐいとソファーの隅まで追いやられ逃げ場がない。するりと腕を撫でられて、完全に思考が停止する。

「な、なにしてるんですか？」

「いや、悠のそばは落ち着くと思ってな。この部屋も居心地がいい」

　甘えるように抱きしめられて、唯史さんに抱きしめられるのは初めてじゃないのに緊張でどうにかなりそうだ。

「また、いつでも来てください」

　なんて、心にもない言葉が口から飛び出る。そんな何回も来られたら、心臓がいくつあっても足りない。

　テンパってるからって、私ったらなにを言ってるんだろう……。

　でも、もう帰ってしまうんだ。思いもよらないひとときだったけど、明日も会えるのに帰ってしまうと思うと少し寂しい。そう思っていたのに──。

「あぁ、なんか落ち着くな。帰るの面倒だし、泊ってもいいか？」

「──はい？」

　トマッテモイイカ？

　れっきとした日本語なのに、まったく理解できない。まるで宇宙人にでも話しかけられているかのように、ぽかんと固まってしまう。

　なにが起こっているの？

「おい、悠。聞いてるか？」

　顔を近づけた唯史さんに頬をムニムニされて、ハッと我に返る。聞こえてはいるが、なんと答えればいいのか言葉が出てこない。

「心配しなくても、急な出張に備えて着替えは車の中に入っている」

「は、はぁ……」

　そんなことは心配していない。誰用というわけじゃないがどこかの景品でもらった男性用のトレーナーもあるし、父が泊まりに来たとき用に男性物の下着もある。サイズと柄は唯史さん向きではないかもしれないけれど……。

　なんて、そんなことが問題ではない。そもそも泊まるということが問題なわけで。

「本気で言ってますか？」

「こんなこと、冗談で言わないだろう」

　冗談と言われれば、唯史さんなら十分にありうることで。心の中といえど社長に向かって申し訳ないが、『いつものことじゃない！』と声高に言い放つ。

「ベッド、シングルサイズでひとつしかないんですけど」

「俺が悠を抱きしめて寝るから問題ない」

「だっ……」

　抱きしめて寝るって、唯史さんには前科があるから、本当にそれだけで済むのか信用ならない。それに唯史さんと身体を重ねてから三日経っているが、まだ身体は完全に戻っていない。紅い花のような印は多少薄くなっているけど、まだ身体中に残っている。

　時刻は二十二時を過ぎている。大人の時間としては決して遅いわけではないけれど、無下に帰すのは心が痛む。

　それに……。

　抱きしめられている腕の中から、ちろりと唯史さんを見上げる。

　本当のところ、こうして抱きしめられているのは気持ちがいい。唯史さんのぬくもりを感じて、この上なく幸せなのだ。

　反面、私の小さな胸の奥の心臓は、バクバクと鼓動を打っている。片や唯史さんはいつも通り、心臓を激しく鼓動させているのは私だけで悲しくなってくる。

　仕方がない。記憶がないとはいえ、一度は一緒に寝た仲だ。さすがにこんな小さなベッドでは手を出してこないだろうし、もしそうなっても大きな身体の唯史さんではベッドから落っこちてしまうだろう。

　だからといって、手を出してこない保証はないけれど……。

「わかりました。唯史さん、お風呂入りますよね？　準備してくるので、腕、解いてください」

「わかった。俺も車に着替えを取りに行ってくる」

　唯史さんは抱きしめるのをやめ、ソファーから立ち上がる。そして足取りも軽く部屋から出ていった。

　唯史さんがいなくなるとソファーから滑るように床に下り、その場にぺたりと座り込む。

　先週といい今日といい、予想外のことばかり起きて、唯史さん以外のことを考える余裕がない。

「お風呂の準備しなくっちゃ」

　ぽつりと呟くとどうにかこうにか立ち上がり、給湯器のボタンを押すとバスタオルを用意するためにバスルームへと向かった。




　リビングで髪を乾かし終えると、ドライヤーの電源を切った。

「はぁ……」

　唯史さんは私と入れ違いに、お風呂に入っている。本当は一番風呂に入ってほしかったけれど、何度『先に入ってください』と言っても頑なに拒否されて仕方なく先に入って今に至る。

　唯史さんがうちのお風呂に入っているなんて、さっきからソワソワしっぱなしで全然落ち着かない。なにかして気を紛らわせようとしたけど、お風呂場からカポーンと音が聞こえてくるとなにも手につかなくなってしまう。

　重症だ……。

　こういうときはコーヒーを飲むに限る。と、意味のわからないことを呟いてキッチンに行く。お気に入りのカフェで買ったドリップコーヒーを淹れていると、ガチャっとバスルームの扉が開く音が聞こえて、慌てて素知らぬふりを決め込んだ。

「気持ちがいい湯だった。あれはラベンダーの入浴剤か？」

「そうです。いつも使っていて勝手に入れちゃいましたけど、気持ちよかったなら入れて良かったです」

　コーヒーを飲む前に出てきてしまったけれど、唯史さんの顔を見た途端、あんなにせわしかった気持ちがなぜか落ち着き始める。

　コーヒーを二人分淹れてリビングへ運んだ。

「どうぞ」

「ああ、ありがとう」

　唯史さんはブラック、私はミルクだけのコーヒー、と言うのが会社でのいつもの定番。寝る前だから少し薄めにしたけど、どうだろう。

　気になって、ソファーに座ってコーヒーを飲む唯史さんの様子をチラッと窺う。

「うん、うまい。会社で飲むコーヒーもうまいが、悠の淹れ方がいいんだろうな」

　突然そんなことを言うから、飲んでいたコーヒーを吹きこぼしそうになる。

「そ、そんなことありません。誰が淹れても一緒です」

　いたたまれなくなって、それを悟られないようにコーヒーを飲んで誤魔化す。慌てて飲んだから、下唇をヤケドしてしまったみたいだ。

　人差し指で下唇を触っていたら、それに気づいた唯史さんがこっちへ来いと手招きする。おずおずと近づく。

「見せてみろ」

「大したことないので大丈夫です」

「大丈夫かどうかは俺が判断する」

　そういうもの？　でもここで反論しても、どうせ論破されるだけ。ここは黙って見せるのが賢明そうだ。と身体を寄せて、唇がよく見えるように顔を近づけた。

「ここか？」

　下唇の真ん中あたりに、唯史さんの指先がちょんちょんと触れる。痛さよりくすぐったくて、フフッと笑いがこみ上げる。

「大丈夫そうだが──」

　唯史さんの言葉と同時に目の前が暗くなって、柔らかいものが唇に触れた。離れる間際にペロッと舐められたような感触に、身体がぴくんと跳ねる。

「消毒だ。明日には治っているだろう」

　そう言って悪戯っぽく笑うから、キュンと心臓を鷲づかみされてしまう。

　冗談を言ってそんな笑顔を見せるなんて、唯史さんはズルい。このまま本当の婚約者になってほしいと、本気で望んでしまいそうになるじゃない……。

　どうしてキスなんてするの──。

　でもなにも言わないでそれを受け入れている私も同罪。彼だけを責めるのはお門違いだ。

「はぁ」

「どうした？　眠くなったのか？」

　私がこぼしたため息をあくびと勘違いした唯史さんは、そっと私の頬を掬う。その手に甘えるように頬をすり寄せた。

　そんなことができるなんて、本当に眠くなってきてるのかもしれない。

「そろそろ寝るか？」

　寝る……そう、寝る？

　ハッとして立ち上がり、リビングの隣にある寝室の横開きの扉を開けた。

「私はソファーで寝るので、ベッドは唯史さんが使ってください」

　唯史さんがお風呂に入ってる間に、ベッドメイキングも済んでいる。私はクローゼットから掛け布団を引っ張り出して、それをソファーに広げた。

　これでよし。

　これなら百八十を越える身体の大きな唯史さんに、狭い思いをさせなくて済む。我ながら上出来だとひとり満足していると、ご機嫌斜めな表情をした唯史さんが目に入る。

　うん？　どういうこと？　私のベッドではご不満ですか？

「シーツも交換しましたし、綺麗ですよ？」

「そういうことを言ってるんじゃない。どうして別々に寝る必要がある。一緒に寝ればいいだろう」

「でもやっぱり狭いですよ。広々、とまではシングルベッドなので言えませんが、私と一緒に寝るよりは広いか、とっ──」

　思います。の言葉は、いきなり唯史さんに抱き上げられて言えずじまい。突然飛び込んできた目線の高さに驚いて、唯史さんの首にしっかりとしがみ付く。

　あれ？　この感覚、前にもどこかであったような……。

　でもすぐには思い出せず、目を強く瞑る。黙ったままでいるとベッドのきしむ音に、唯史さんがベッドに座ったのだと目を開けた。あっと思う間もなくごろんと一緒に倒れ込み、背中側から羽交い締めのように抱きしめられた。

「こうすれば、ふたりでも十分寝れるだろう」

　そう言って唯史さんは、私の首元に顔を埋めるとスーッと息を吸い込む。その仕草に、ぞくっと身体が震えた。全身に力が入る。

「ガチガチだな。悠のどこもかしこも柔らかくて抱き心地がいいんだから、もっと身体から力を抜け」

　唯史さんはそう言うけれど。出来ることなら私だってそうしたい。でもガチガチにさせているのは唯史さんで、これはすぐにはどうすることもできない。

「怖いか？」

　優しい声で、耳元でささやく。怖くはないから、ううんと首を横に振った。

「金曜の夜は無理させたからな、今日は本当になにもしない。もう身体は大丈夫か？」

　ふわりと柔らかく語りかけられて、コクリと頷く。『今日は』の言葉に引っかかるものがあるけれど、〝今日は〟その言葉を信じる。

　私の首に埋めている唯史さんの吐息が首に触れると、なんとも言えない感覚にギュッと硬く目を閉じる。

　これで、どうやって寝ろっていうの？　唯史さんに抱きしめられていては、おちおち眠ることもできない。

　もぞもぞと身体を動かして壁のほうへ避難しようとしたけれど、そうはさせないと唯史さんは抱きしめる腕の力を強める。

　これはどうしたって、このまま寝るつもりなんだろう。諦めて大人しくしたほうが無難のようだ。

　温かくて大きな手が、私のお腹の当たりで穏やかに動く。その規則的な動きが気持ちよくて、身体からゆっくりと力が抜けていく。

「悠……おやすみ」

「おやすみなさい」

　私はまだ、眠れそうにないけれど。

　それは唯史さんも同じだと思っていたのに、しばらくすると背後から「すぅ……」と寝息が聞こえてきた。いつの間にか、抱きしめる腕の力も緩んでいる。

　嘘でしょ、もう寝てる？　まさかと思いながら、ゆっくりと振り返ると。

　やっぱり寝てる……。

　身体から一気に力が抜ける。でも身体に巻き付いている唯史さんの腕からは逃れることができなくて。

　そんなこんなで、しばらくは起きていたけれど。唯史さんの規則正しい寝息を聞いていたら、ゆっくりと眠気が襲ってきて……。

　至福の時間と背中に唯史さんの温かさを感じながら、ゆっくりと目を閉じた。










ハッキリと確信する気持ち











　唯史さんが泊まっていった日から、一か月が経とうとしている。

　あれから唯史さんはなにか理由をつけては、泊まりに来るようになった。でも身体の関係を持ったのは、彼とダイニングバーに行って、記憶をなくしたあの日だけ。泊まっていっても抱きしめて寝るだけの日々が続いている。

　そして今、私と唯史さんは、明日行われる津城グループが手掛けた新たなリゾートホテルの竣工パーティーに出席するため、静岡県の伊豆に電車で向かっている。

「唯史さん、コーヒーはいかがですか？」

「ああ、いただこう」

　昨日も遅くまで仕事をしていた唯史さんは眠そうで。足元にあるバッグからコーヒーボトルと携帯用のカップを取り出す。唯史さんに美味しいコーヒーを飲んでもらおうと作ってきたのだ。

「熱いので気をつけてくださいね」

　唯史さんにはいつものブラックコーヒー。私はミルクを入れると、ふうっと湯気を飛ばしてからひと口飲んだ。

　十一月に入り、ホットコーヒーが美味しい季節になってきた。車窓から見える山は紅葉が始まっている。

「あいかわらず、うまい。わざわざ作ってきてくれたのか？」

「唯史さんは、このコーヒー豆がお好きだと思いまして」

「ありがとう、悠」

　カップを持っていない右手に、唯史さんの手が重なる。同じ電車に知っている人が乗っているかもしれないのに、手なんて繋いでもいいのかしらと心配になる。でも本当の私は、嬉しさのあまり顔がニヤけそうになるのを抑えるのに必死だ。

　それでも今は仕事で。長く繋いでいるのはよくないと、もう片方の手を置いて離してくださいと促す。唯史さんもわかってくれたようで、繋ぐ手をすぐに放してくれた。

　秘書モードのスイッチを入れバッグから手帳を素早く取ると、さっと開けるように印をつけてあるページを開く。

「社長。本日ですが、十八時から歓迎レセプションがございます。一応出席にはしてありますが、お疲れのようならば、無理に出席しなくても──」

「大丈夫だ。来賓の方々がみえるのに、社長の俺が出ないわけにはいかないだろう。でも、ありがとう。俺の身体を心配してくれたんだろう？」

「まあ、そんなところです」

　もちろん仕事が第一。でもそれも健康な身体があってのこと。秘書として社長の健康管理も仕事のうちで、どんな小さな異変でも見逃すわけにはいかない。

　それに、個人的にも……。

　どちらかといえば、そっちの方が割合を占めているかもしれない。

　シートのひじ掛けにある唯史さんの腕にそっと触れる。

「悠？」

「──え？　あ……」

　名前を呼ばれてハッとして、そこで初めて自分の手が唯史さんの腕にあることに気づく。慌てて手を引っこめる。

　自分から彼に触れるのは初めてで、なにが起こったのかよくわからない。

　自然に、ごく自然に。自分の気持ちに素直なままに手が動いてしまったことに、戸惑いを隠せない。腕に触れるくらい大したことではないのに、羞恥心に顔が熱くなる。

　ふたりきりだと言え、今日は遊びで出かけているわけじゃない。それなのに私のほうから触れてしまうなんて……。

「すみませんでした」

「謝る必要はないと前に言った。構わない」

　唯史さんは引っこめかけた私の手を無理やりとり、するりと恋人繋ぎにしてしまう。慌ててもう一度引っこめると、唯史さんは面白そうにククッと笑う。

「意外と頑固なんだな」

「仕事中ですし、誰かに見られたりでもしたら……」

「だから、構わないと言った。俺と手を繋ぐのは嫌か？」

　そう言って覗き込んだ顔は、片方の口角が悪戯に上がっている。私の反応を愉しんでいる顔だ。

　唯史さんにされて嫌なことなんて、なにひとつない。そこに愛がないとわかっていても、もしかしたら唯史さんも……なんて自分に都合のいい勘違いをしてしまいそうになるくらい、好きなのだから。

　構わない──のなら、もう少しだけ……。

　手を離すのをやめて、ほんの少しだけ握る手に力を込める。恥ずかしいから、顔は窓の外に向けた。

「好きにしろ」

　意地悪だけど優しい彼の声に安堵して、車窓からキラキラと輝く海をただ黙って見つめた。




　津城グループが新たに手掛けたのは、自然が豊かな山里の一角にあるリゾートホテル。

　いわゆる開放的できらびやかなリゾートホテルと違い、『大人のリゾート』がコンセプトのここは、一期一会を大切に日本の伝統美と和の心地よさ、日本情緒を心ゆくまで存分に堪能できる場所になっている。

　今日はここに泊まることになっている。もちろん唯史さんとは部屋は別。

　観光で来ているわけじゃないから、ゆっくりしている暇はない。荷物を置くと、取るものも取り敢えず部屋を飛び出した。

　向かっているのは、私が泊まる本館客室の奥にあるヴィラ客室。風情ある広大な敷地内には、それぞれ違う趣のヴィラが点在している。専用の門をくぐると別荘風の建物があって呼び鈴を押した。

「鍵は開いてる。勝手に入って構わない」

　室内から声が聞こえて、大きな扉を開けた。わかっていたこととはいえ、和モダンでリゾート感いっぱいの広いリビングルームが目に飛び込んできて一瞬で言葉を失う。

　もちろん家具も高級なものばかりで。少し進んだ先、リビングのソファーでくつろいでいる唯史さんはまさしく〝王子様〟そのもの。

　似合いすぎてる……。

　部屋の外にはプールと露天風呂もあって、それぞれの場所から見せる表情に心が和む。

「立ってないでこっちに座れ」

　ポンポンと手で指示したのは、唯史さんの真横。さすがにピタッとくっついて座るわけにいかず、こぶしひとつ分開けて腰を下ろす。でもそんなことは無駄だったようで、すぐに肩を引き寄せられてしまう。

「た、唯史さん……」

「ここには誰も来ない。俺と悠だけのプライベート空間だ」

　唯史さんの甘いささやきに胸躍る。ギュッと抱きしめられたくなって、ハッと自分を取り戻す。

「ここはプライベート空間ですが、今は仕事中です」

　彼から離れて距離をとると、パパッと身なりを整えて背筋を伸ばす。

「真面目だな」

　そう言って笑う唯史さんに気持ちを持っていかれそうになるが、それを必死に堪えた。

「ところで、話があると言っていましたがなんでしょう？」

　荷物を置いたらすぐに来るようにと言われたから、仕事のことだとは思うけれど。なにか重要なことを忘れていたのかと心配になる。

「今回のパーティーだが」

「はい」

「知っているとは思うが、身内の関係者も多く出席する。悠のことは秘書兼婚約者として紹介するから、そのつもりで」

「はあ!?」

　おもわず素っ頓狂な声を上げてしまう。

「ど、どうしてそんなこと……。婚約者のことは必要──」

「社長命令だ。考えを改めるつもりはない。いいな？」

　いいなと言われても……。

　こんなときだけ社長の権限を使うのはズルい。でも嫌だと反論したところで、唯史さんは一度決めたことを絶対に覆さないのも知っている。

　どんな意図があってそんなことをするのかわからない。私を婚約者として紹介しても、唯史さんにはなんのメリットもないと思うけど……。

「……はい」

　それも秘書の一環としてならばと返事をする。

　元はといえば合コンを断るためについただけの嘘だったのに、こんなことになるなんて、もう私の手には負えそうもない。

　唯史さんは、一体なにを考えているんだろう……。

　今度は逆に、私が婚約者だなんて気が重い。はぁと深いため息を落とした、そのとき。

　ポロンと耳に心地よい呼び鈴の音がして席を立つ。唯史さんも立とうとして、それをやんわりと制した。

「私が出ます」

　私がいるのに社長を動かせるわけにはいかないと入り口まで向かい、扉に手を掛ける。

「どちら様でしょうか？」

『どちら様？　あなたこそ誰よ？』

　いきなり喧嘩を売っているのか、噛みつくような女性の声がして扉を開けるのを躊躇する。どうしたものかと唯史さんを窺うと。

「悪い。開けてやってくれ」

　そう言われて、カチャッと鍵を開けた。間髪を容れずに開く扉。怒涛の如く入ってきた女性は私のことを一瞥すると、フンッと鼻を鳴らして部屋の中に入っていった。

　何ごと!?

　驚きながらも彼女の姿を目で追うと、とんでもない光景に遭遇する。

「唯史！」

　そう叫んだ女性は両手を広げると、唯史さんの胸に飛び込んだ。彼女の華奢な身体を抱きしめた唯史さんと満面の笑みを浮かべる女性は、再会を待ちわびていた、さながら〝恋人〟のようだ。

「雅姫みやび。ここへは来るなと言っただろう」

「あら、そうだったかしら。久しぶりに会えたのに、冷たいことを言わないで」

　私に向けた挑発的な顔とは正反対の柔らかな少女のような笑顔を見せ、雅姫と呼ばれた女性は、つま先立ちをすると唯史さんの唇にチュッとキスをした。突然キスシーンを見せられて、頭がくらくらする。

「もう子供じゃないんだ。こういうことは好きな男性にしろ」

「じゃあ、いいじゃない。私が好きなのは唯史だって、前から言ってるでしょ。ところで、そこに立っている女は誰？」

　くるっと向きを変え唯史さんの隣に立った雅姫さんは、訝しがるような敵対の目を私に向ける。好きな人のそばにいる女性は全員が敵……というところだろう。

「初めまして。社長秘書をしております、水瀬悠と申します。挨拶が遅れまして、申し訳ございませんでした」

　ここは大人な対応をと、丁寧に頭を下げる。私が秘書だと聞いてホッとしたのか、雅姫さんの表情が少しだけ緩んだ。

「こいつは従兄妹の津城雅姫。叔父のひとり娘で、まあ兄と妹のような関係だ」

　従妹で兄妹……。

　でもそう思っているのは唯史さんだけで、彼女はそうは思っていないようだ。唯史さんを見上げている悲しげな目が、それを物語っている。

　そして私はといえば、ホッとしたというのが本音。従兄妹同士は結婚できると言うけれど、唯史さんには全くその気はないようだ。

　だからといって、私にチャンスが巡ってきたわけではないけれど……。

　こんなところで、ことを荒げたくはない。だから『お願い。これ以上、余計なことは言わないで』と唯史さんに目で訴えたが、悲しいことにどうやらその思いは彼には届かなかったみたいで。

　唯史さんは雅姫さんをその場に置いたまま私のところまで来ると、いつものように肩を抱く。それを見た雅姫さんの表情が苦痛に歪んだ。

「雅姫。悠は秘書だが、俺の婚約者でもある。近々結婚する予定で、今はその準備の真っ最中だ」

　えぇ!?　そこまで言っちゃうの？

　これには私も驚いてしまう。敵を欺くにはまずは味方から、身内だけで結婚式を挙げると言っていたけれど、今ここでいうのは違うと思うのは私だけだろうか。

　婚約者も結婚も嘘の話なのに自信満々に言ってしまう。これが演技なのだから恐ろしい。

　俳優にでもなればいいのに。でもそうしたら人気が出て一躍スーパースター、今よりもっと遠い人になってしまうかも。

　なんて、呑気に考えている場合ではない。

　雅姫さんを見れば、その目は怒りに震えている。出来れば敵は作りたくないと思っていたのに、これは一番の強敵かもしれない。

「雅姫。これからは会うことも多くなると思うが、仲良くするんだぞ」

　なんて唯史さんは軽々しく言うけれど、彼女が私と仲良くなんてしてくれるわけがない。今にも襲いかからんとするような瞳には、殺意がこもっている。

　私は彼女に、最大の敵と認識されてしまったみたいだ。

　でもそんなこと知る由もない唯史さんは、すっきりとした顔でソファーに座りペットボトルのミネラルウォーターを飲んでいる。

　どうしてくれるんですか、この空気。唯史さんは全部うまく言ったと思っているみたいだけど、雅姫さんとの戦いはまだ始まったばかり。

　できれば私は闘いたくなかったけど……。

「唯史」

　雅姫さんが突然大声を出すから、身体がビクッと大きく跳ねる。

「どうした、雅姫？」

「唯史。今のお話、私は聞かなかった……ということで。悠さんもよろしくて？」

　口調は丁寧、表情は穏やかに笑みを浮かべていても、その目は少しも笑っていない。冷ややかな恐怖心すら感じて、身体がぶるっと震える。そして軽く会釈すると部屋から出ていった。

　宣戦布告──というわけだ。

　でも何度も言うようだが、私は唯史さんの本当の婚約者じゃない。でもみんなそんな裏事情を知らないわけで、にっちもさっちもいかない状況に悶々とした気持ちは膨らむばかり。

「雅姫の奴おかしなことを言っていたが、どうしたんだ？」

「さあ、どうしたんでしょうね」

　どうしたもこうしたも、余計なことを言った唯史さんのせいですよ……とは、私の口からは言えない。だって元を正せば全部、私が悪いんだから……。

　こちらに向かう電車の中で、ちょっと浮ついた気分だった自分を殴りたい。自分の責任は自分で取らなきゃいけないけれど、この先どうしたらいいんだろう。

　ソファーに座る唯史さんの横顔を見て、胸がぎゅっと締め付けられる。唯史さんを想う気持ちに、決着をつける時が来たようだ。

「大丈夫かな、私」

　そんな憂鬱な気持ちのまま、伊豆での夜は過ぎていった。




　昨日の夜の歓迎レセプションは、なんの問題もなく無事に終了。雅姫さんも出席していたようだが、一度も顔を合わせることはなかった。

　もし会っても、どうしていいのかわからなかったからよかったけど……。

　リゾートホテルの敷地内、緑に囲まれた小路を進み、唯史さんが泊まっているヴィラに向かう。昨日唯史さんから預かったカードキーで扉を開けると、音を立てないように寝室へ足を進めた。

　今の時刻は八時ちょうど。

　本当は七時に起こしてくれと頼まれていたけれど、私の一存で一時間遅らせた。昨日も遅くまで来賓の相手をしていて疲れている唯史さんへの、ほんの少しの気づかいだ。

　今日の竣工パーティーは午後からで、八時に起きても早いくらいで全く問題ない。それなのに七時に起こせというのは真面目な唯史さんのこと、朝から仕事をするつもりだったのだろう。

　そうは問屋が卸しません。なんで私がそばにいると思っているんですか？

　そんなことは正面切って直接言えないから、こうやって陰でコソコソ動いているというわけだ。

「唯史さん、朝です。起きてください」

　耳元に顔を近づけ、あまり大きな声を出さずに起こす。「う～ん」と小さなうなり声を出した唯史さんが、ゆっくりと目を開けた。まだ目が覚めていないのか、その焦点はぼんやりとしていて、まだ合っていない。

「もう七時か……」

「いえ、八時です」

「はあ!?　七時に起こせと言ったはずだ。なんで言われた通りにしない」

　一気に目が覚めたのか唯史さんはがばっと起き上がり、サイドテーブルに置いてあるスマートフォンを手に取る。時間を確認すると、身体の力が抜けたようにバタリとベッドに倒れ込んだ。

「すみませんでした。でも早く起きて仕事をするつもりだったんですよね？　昨日もお疲れのようでしたし、少しでも身体を休めてもらいたくて勝手をしました」

　怒られるのは百も承知。どこからでもかかってらっしゃいと身構えていると、予想を反して「はぁ」とため息をつくから拍子抜けしてしまう。

「違う」

　え？　違う？　なにが？

　この流れで『違う』の言葉が返されると思ってなくて、「ん？」と小首を傾げた私の左腕を唯史さんが唐突に掴む。そのまま強く引っ張られると当然のごとく身体は傾き、唯史さん上に倒れ込んだ。

「な、なにするんですかっ」

「七時に起こせと言ったのは仕事をするためじゃない。昨晩は予定外に時間が押して、悠をこうして抱きしめることができなかったからだ」

　脳みそが溶けてしまいそうな甘い甘いささやきに、身体が急激に熱くなる。

「じゃあ七時に起こせと言ったのは……」

「悠を身体いっぱいに充電するためだ。悠が足りない……」

　その言葉を皮切りに、耳に、頬に、唇に、キスの雨が降り注ぐ。息を継ぐときに開いた少しの隙間からするりと舌が忍び込み、私の舌を見つけると吸い上げては噛んで、絡みついて放してくれない。

　朝からダメ……と思うのに頭と身体は裏腹で。矢継ぎ早に落とされる甘い愛撫に中心から蜜が溢れ出し、もうそこは十分なほど潤い準備が整っていることを教えてくれる。

「悠の全部を俺にくれ」

　その言葉を最後に、私の身体も意識もベッドに沈んでいった。




「はい。これで準備オッケーです」

　ホテルに常駐するヘアメイクさんに、髪の毛をアップに整えてもらった。もちろん今日の竣工パーティーに出るためだ。

　着ているドレスは黒のウールとシルク、そしてレースをふんだんに使った女性らしいエレガントなデザインとアイコニックなシルエットが魅力のミディドレス。今日のこの日のために唯史さんが買ってくれたのだが、ちらっと見えた値札は見なかったことにした。

　それは唯史さんが、『とても似合っている。綺麗だ』と褒めてくれたから。好きな人の隣に立つのだから綺麗な自分でいたい──と思うのは、女性なら誰しもが思うこと。

　本当の婚約者ではないけれど、今日このときだけは婚約者を演じ切ると心に決めた。

　この関係がいつまで続くのかわからないし心配事も尽きないけれど、なにが起こってももう迷わない、最後まで唯史さんのために……と。

　でもその前に、秘書としての仕事もしっかりと遂行しなければいけない。今日の来賓と関係者の最終チェックをするため、足早に会場へと向かう。途中少しの段差をヒョイと飛び越えようとして、案の定体勢を崩す。

「あっ」

　前のめりに転びそうになった身体は、お腹のあたりをふわっと支えられて難を逃れる。

「相変わらず、そそっかしいな。もう飲んだのか？」

「唯史さ……すみません。社長」

「真面目か」

　唯史さんはそう言うと、珍しく声を出して笑う。めったにお目にかかれない姿を見れて、おみくじで大吉を引き当てたような、そんな気分に嬉しくなる。

　なんだか今日は、いいことがありそうだ。

「ふふ」

　思わず笑いがこみ上げて、なかなか止まらない。

「嬉しそうなのは結構なことだが、俺はいつまで悠を支えていればいいんだ？」

「え？　あ、はい。そうでした。すみません」

　焦りながらも急いで立ち上がると、唯史さんから少し離れる。

「そのドレスにしてよかったな。よく似合っている。普段にも増して綺麗だ」

　唯史さんは腕を組み、私の頭からつま先までをさっと見る。「うん、いいな」と呟いて、ご満悦だ。何度も見られて恥ずかしいやらくすぐったいやら、胸のあたりがむず痒い。でも綺麗だと言われたのは、お世辞だとしても嬉しい。

「今日の竣工パーティーも、何ごともなく無事に終わるといいですね」

「津城グループの今後にもつながる、大事なパーティーだからな。でも無理はするな……と言っても、俺が言っては説得力がないな」

「説得力？」

　なにを言っているのか、さっぱりわからない。

　唯史さんが顔を貸せと、指をちょいちょいと動かす。言われた通りに顔を近づけ、唯史さんの口元に耳を寄せる。

「朝から無理をさせたからな。身体は大丈夫か？」

「あ……」

　そういうことですかと、あははと苦笑い。忘れようとしていたのに朝の情事を事細かく思い出し、顔と身体がカッと火照りだす。

「大丈夫です。ご心配なく」

　私も耳元でささやき返し、会釈するとその場を離れた。

「唯史さんったら……」

　冗談を言ったり、からかったり、なんやかんや言われても、彼が素の姿を見せてくれるのは嬉しい。惚れた弱みとは、よく言ったものだ。

　──なんて、早く行かなきゃ。

　庭園が見える大きな窓に自分の姿を映す。手櫛でサッと髪を整えると、今度こそは本当に会場へと向かった。




　唯史さんの挨拶も終わり、来賓の方々も関係者も、思い思いにパーティーを楽しんでいる。私は唯史さんと一緒に、お客様ひとりひとりに挨拶してまわっている。

　今はリゾートホテルの建設のために尽力していただいた、市議会議員の先生に挨拶を終えたところ。

「皆さん楽しんでいただけているようで、ホッとしました」

「ああ。これも君をはじめ、みんなが頑張ってくれているからだな」

　どんな時でも社員のことを一番に考えてくれる。そんな社長だから社員はみんな、社長のために持てるだけの力を発揮してくれるのだと思う。

　私もそのひとり。唯史さんのために、あと少しがんばろう。

　でもその前に喉を潤そうと、水を一杯もらうために少しだけその場を離れる。そのときホテルのスタッフらしき人に「困っている人がいる」と聞かされて、会場を飛び出した。

「どこですか？」

「こちらです」

　そう言って女性スタッフに案内されたのは、パーティーのために用意した控室。ここにいるということは、困っているのはうちの社員だろうか。

　ドアをノックするが返事がない。体調でも悪いのかと仕方なくドアを開けると、ドンッと背中に衝撃が走り控室の中に転がり込む。ハッと後ろを振り向くと、ここまで案内した女性スタッフが、深く頭を下げてからドアを閉めた。

　どういうこと？

　わけのわからない状況に恐怖心が募る。

「あら、みっともない格好だこと」

　フフッと冷酷な笑いが聞こえ、声がしたほうを見るとそこにいたのは……。

「雅姫さん……」

「困ったことがあって、あなたを待っていたの。急に呼びだして、ごめんなさいね」

　そう謝ってはいるが、その表情は全く悪いと思っていない。

　そうか、これでわかった。あの女性スタッフは雅姫さんになにか言われて、ここまで私を連れてきただけ。だからドアを閉めるとき、申し訳なさそうな顔をして頭を下げたんだ。

　どうして雅姫さんがこんなことをするのか。なんとなくピンときて、怒りのこもった息を吐き立ち上がる。さっき押されて転んだ時に怪我をしたのか膝が痛む。

「ここにお呼びだてしたのは他でもない、悠さん、あなたにお願いがあるの」

「なんでしょう」

　やっぱり来たかと、毅然とした態度で返事を返す。

「唯史と別れてほしいの。あなたに彼の婚約者は似合わないわ」

　そう言うと雅姫さんは、後ろに隠していた手を前に出した。その手にはハサミが握られている。それを見た瞬間、ぞくっと身体に電流のようなものが走る。

「私はね、幼いころから唯史と一緒にいて兄弟のように育ったの。だから気心も知れているし、彼も私のほうが心を許せるはずなのよ」

　彼女の喋り口調は優しいけれど、爪を噛む仕草に相当苛立っているのがわかる。なにをどう言えばいいのか。彼女の気に障ることを言ってしまったらと思うと、怖くて上手く喋れない。

「私と唯史はもちろんのこと、津城家は親族一同みんな仲が良くてね。今後の津城グループのことを考えれば、唯史と結婚するのは津城のことをよくわかっている私が一番ふさわしい。そう思わない？」

「それは……」

　彼女の言う通り、津城グループは創業から一族が経営に関わっている同族経営だ。だから彼女の言うことはもっともだし、そのほうがうまくいくのかもしれない。

　それでも私は唯史さんの隣にいたい。本当の婚約者ではないけれど、唯史さんの隣を易々と渡すわけにはいかない。

　わかったと答えれば、今のこの状況はきっと楽になるだろう。

　でも、この先は？　きっと苦しくなるんじゃない？　自分がどうありたいか考えて。

　心の中に住まうもうひとりの私がそんなことは許さないと、必死に私を止めている。

「なにを言われても、なにをされても、あなたの言いなりには絶対にならない……」

　感情を抑え、でも雅姫さんにちゃんと伝わるように、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「あなたに、どんな後ろ盾があるっていうの？　どうせ唯史の、地位と財産が目当てなんでしょ！」

　地位？　財産？　そんなこと一度も考えたことなかった。そんなものいらない。

　欲しいのは、唯史さんの優しさや冗談を言う楽しさ、笑顔、私に触れる手、甘いキス。そんなたわいもないお金では買えないものが大切で、なによりも愛おしい。

「地位もお金もいらない。欲しいのは唯史さんだけ。だから雅姫さんになにを言われても、彼とは別れません」

　もう自分の気持ちに嘘はつきたくない。報われない恋かもしれないけれど、気持ちを伝える前に彼のもとから離れるなんてできない。

「うるさい！　ぽっと出のあなたに、私のなにがわかるのよ！　あなたさえいなければ唯史と結婚するのは私だったのに、私のほうが唯史のこと好きなのに、私から彼を取らないで！」

　激高した雅姫さんは、テーブルの上にあった大きな花瓶を手にし、私に向かって投げつける。腕を交差させてなんとか身は守ったが、花瓶の中の水を全身にかぶって尻もちをついてしまった。

「いい気味。でもまだ気が治まらないわ」

　私を見る彼女の目に正気がない。一歩ずつ近づく雅姫さんにじりじりと追い詰められ、背中が壁に当たる。

「こんな服、あなたにはもったない」

　雅姫さんはそう言って、私が着ているドレスをじょきじょきと切り始めた。時々ハサミの刃が皮膚に触れ、その痛みに耐えるように身体を硬くする。

「あなたなんて消えちゃえばいいのに……」

　雅姫さんはそうボソッと呟き、ハサミを握りしめその手を振り上げた。

「やめてっー！」

　恐怖に大声をあげた、そのとき！

「悠！」

　控室のドアが激しい音と共に開き、唯史さんが現れる。息を切らしながら駆け込んでくると、雅姫さんのハサミを持っているほうの腕をひねり上げる。その痛みに彼女が手を開くと、ハサミは床へと滑り落ちた。

「どうして、どうして私じゃダメなの？　子どもの頃からずっと好きだったのに、なんで私を選んでくれないの？」

　そう言って雅姫さんはその場に泣き崩れる。唯史さんも彼女の前にしゃがみ込み、その両肩に手を乗せた。

「雅姫の気持ちは嬉しい。雅姫のことは今でも大切に思っているが、それは兄妹のいない俺にとって妹みたいな存在だからで、それ以上のものはない。だから雅姫の気持ちには応えることができない」

　中途半端にはせず誠実に向かい合う唯史さんの言葉を聞いて、雅姫さんが顔を上げた。正気を失っていた目に、光が戻る。

「そう、わかったわ。迷惑をかけて、ごめんなさい」

　雅姫さんは唯史さんに手を借りながらゆっくりと立ち上がり、ドアに向かって歩き出す。雅姫さんの家の人だろうか、入り口にいる年配の女性に支えられながら控室から出ていった。

　終わった……。

　ホッとしたのか、はたまた気が抜けたのか、頭がクラッとしてその場にぐったりと倒れ込む。

「悠！　大丈夫か！」

　すぐに唯史さんが来てくれて、私の身体を起こし抱き寄せた。

「遅くなってすまなかった」

　濡れた髪を撫でられて、彼にふっとすり寄る。

「私のほうこそ、勝手にいなくなったりしてすみませんでした。あの、パーティーは？」

「そんなこと気にしなくていい。今は自分のことだけ考えろ」

「そう言われましても……あぁ、痛い」

　突き飛ばされて転んだ時の膝も痛いし、尻もちをついたお尻も痛い。大きな花瓶が当たった腕もハサミでついた傷も、気が緩んだせいでどこもかしこも痛い。

「どこが痛い？　ああ、喋らなくていい。すぐに医者に診てもらおう」

「そんな大げさな。大した怪我じゃないですし、しばらくすれば治ります。それに……」

　病院に行くとか、ことを大袈裟にしてしまったら、雅姫さんのことを話さなければいけなくなる。彼女のやったことはすぐには許すことはできないけれど、気持ちは痛いほどわかる。だから彼女を、訴えたり責めたりするつもりはない。

「すみません。着替えをしたいので、部屋に戻ってもいいですか？」

「着替えって、悠。着替えてどうするつもりだ？」

「どうするって、パーティーに──」

「おまえはバカなのか！　こんな目にあったんだぞ。もっと自分のことを大切にしろ」

　突然大声を出して怒り出す唯史さんに驚いて、目を丸くする。

　普段めったに怒らない人が怒ると、こんなにも怖いのね。ここは大人しく、唯史さんの言うことを聞いておいたほうがよさそうだ。

「じゃあ今日はもう、部屋で休みます」

「当たり前だ。看病してやるから、俺の部屋に行くぞ」

「へ？」

　なんで唯史さんの部屋なんですか？　という前に、唯史さんに抱きかかえられてしまう。ひょいっと高い位置に抱え上げられて、ヒシと首にしがみつく。

「痛い……」

「悪い、少し我慢してくれ。なるべく動かさないように歩く」

　唯史さんの優しい気づかいに、「ありがとうございます」と小さな声で囁いた。

　唯史さんの腕の中は心地よすぎる。あぁ、痛みがなければ、自分からもっと抱きつけたのに……。

　でもやっぱり痛みには勝てなくて。部屋に着くまでと、ゆっくりと目を閉じた。










お互いの気持ちに素直になって











「悠。部屋についたぞ」

　唯史さんの声に目を覚ます。

「は、はい」

　むくっと起き上がると、あちこち痛くて「ひいぃぃ」と悲鳴を上げた。

　そうか、私……。

　少し前に自分の身に起きたことを思い出し、身体が震える。その震えを止めようと、自分で自分の身体を抱きしめた。

　少し寒い。花瓶の水を被って、ずいぶん身体が濡れている。早くお風呂に入らなきゃ。

　けれど今自分がいるのは唯史さんが泊まっている部屋。ここでお風呂に入るわけにはいかないと、ベッドから立ち上がる。するとその身体を、唯史さんの手によって押し戻されてベッドに座らされた。

「まだ寝てればいい」

　そう言ってまた布団に寝かされそうになるのを、首を振って断った。

　そうはいかない。やっぱり本当の婚約者じゃない私が、唯史さんのそばにいるのはよくない。私が万緒に嘘をつかなければ、唯史さんが『俺が君の婚約者になってやる』と言ってくれたときに断っていれば、雅姫さんだってあんなことしなかったはず。

　唯史さんのそばにいられるだけでいいなんて、自分かわいさに他人を傷つけてるなんて最低だ。

　全部、私が悪い。これ以上、唯史さんに迷惑はかけられない。

「ここまで運んでくださって、ありがとうございます。でももう大丈夫なので、自分の部屋に戻ります」

　立ち上がろうとしてベッドに手をつくと、布団が濡れているのに気づく。最後の最後まで迷惑をかけるなんて、私は本当になにをやっていたんだろう。

「唯史さん。今回の雅姫さんとのことの原因は、すべて私にあります。私がいなくなってどうなることでもないかもしれませんが、責任を取って今すぐ会社を辞めます」

「なにを言ってるんだ！　そんな勝手なことは認めない」

　強く腕を引かれて、彼の腕の中に囚われてしまう。

「離してください」

　雅姫さんとのことがなかったら、この腕にずっと抱きしめられていたかった。唯史さんのそばに、ずっといたかった。

　でもそれも全部、私の勝手なわがまま。私たちの間に愛はないのに、こんなこと最初からしてはいけなかったんだ。

「離してください」

「嫌だ。絶対に離さない」

「離してっ！」

　気持ちのままに叫んだ。そうでもしないと胸が張り裂けそうで、苦しくて、辛い……。

　どうして離してくれないの？　こんなふうに抱きしめられたら、唯史さんのそばから離れられなくなるじゃない。

　堪えきれなくなった涙が、目から溢れ出る。

「好きじゃないなら、抱きしめないで……」

「バカを言うな。好きに決まってるだろ！」

　耳をつんざくような大きな声と疑うような言葉に、頭の中が真っ白になる。

　唯史さん、今なんて言ったの？　唯史さんのことが好きすぎて、自分に都合のいい幻聴が聞こえた？

　もう一度お願いしますと言うわけにもいかなくて、頭の中の記憶を一分ほど巻き戻した。でもやっぱり聞こえたのは……。

「好き？　誰のことを？」

「悠のことに決まってるだろう。じゃなきゃ、こうして抱きしめたりしない」

「ウ、ソ……」

「嘘じゃない」

　苦しいほど強く抱きしめられて、身体の痛みにこれは現実なんだと知る。

　唯史さんが私のことを好きだなんて、本当に？　今までそんな素振りを見たことがなくて、抱きしめられていてもにわかに信じがたい。

「どうしてそんな嘘をつくんですか？」

「だから。嘘じゃないって何度言わせたい？」

「だ、だって、急にそんなこと言われても信じられないじゃないですか。婚約者のことがあってからはよく話すようになったし一緒にいることも増えましたけど、それまでは社長と秘書の会話しかしなかったし、あまり好かれていないのかと……」

　だから偽とはいえ婚約者としてそばに居られて、ひとりで勘違いして舞い上がってしまった。それに私には、唯史さんに好かれるようなところがなにひとつない。あるとすれば、元気なことくらいだろう。

　目尻の涙を拭い、唯史さんを見上げる。パチッと目が合うと、珍しいことに彼のほうから目を逸らす。

「あぁ、あの頃はだなぁ……」

　唯史さんは腕を解くと、私だけベッドに座らせて自分はくるっと背を向ける。首の後ろを擦りながら、ため息をついた。

「余裕がなかったんだ。いずれ社長になることは決まっていたが、就任は急だったからな」

　首をぼりぼり掻きながらそう言うと、唯史さんはゆっくりと振り返る。その顔が少し赤いように見えるのは、私だけだろうか。

　それにしても。どんな仕事でもなんでも卒なくこなしているように見えていたから、唯史さんでも余裕がなくなることがあることには驚きだ。

「悠のことを一度だって嫌ったことはないが、そう思わせていたのなら謝る。すまなかった」

　背筋をピンと伸ばし、深々と頭を下げる唯史さんに慌ててしまう。

「い、いえいえ、とんでもない。私が勝手に思っていただけで、唯史さんはなにも悪くありません。私の勘違いだったのなら、それでいいんです。頭を上げてください」

　ふたりきりだとはいえ社長に頭を下げさせるなんて、秘書として失格だ。私も立ち上がり、唯史さんと同じように深々と頭を下げる。しばらくふたりともそのままでいると、どちらからともなくプッと笑い声が噴き出す。

「ふたりして、なにしてるんだろうな」

「ホントに」

　くすくす笑い合っていると、突然真剣な顔を見せた唯史さんが私に近づいた。不意に腰を抱き寄せられる。

「もう少し、話してもいいか？」

「はい。でも、このままでは唯史さんも濡れて──」

「構わない」

　ふたりでベッドに座り、肩を寄せ合う。

「初めて会った頃の悠は秘書として新人で、まあ俺も大変だった。こんなんで大丈夫かと思ったのは一度や二度ではない」

「その節は大変なご迷惑をおかけして、面目次第もございません」

　わかっていたことだとはいえ、社長秘書としては情けない。穴があったら入りたい──今まさにそんな気分で、キュッと小さく身体を丸める。

「そう、かしこまるな。悪いと言ってるわけじゃない。失敗も多かったが、努力も怠らなかった。秘書として日に日に成長する姿には、目を見張るものがあったぞ。俺に対して物おじしない態度、正直で嘘のない悠の姿に好感を持ち、いつの間にか目が離せない存在になっていた」

「唯史さん……」

　彼がそんな風に私を見ていてくれたなんて嬉しい。努力は必ず報われると言うが、今日まで頑張ってきて本当によかった。

「だから今回のことはチャンスだと思った」

「チャンス、ですか？」

「そうだ。悠のことが好きだと言っただろう。だから初めから婚約者の話は、嘘で終わらせるつもりはなかった。結婚して、早く悠を幸せにしたかった──なんて言われても困るな。男らしくなくて申し訳ない」

「い、いえ……」

　棚から牡丹餅？　それとも、鴨が葱を背負って来る？

　そんな突然巡ってきた幸運に、頭の中は錯乱状態。目の前にある現実が受け止め切れなくて、呆然としてしまう。

　これはもしかして、もしかすると、唯史さんは本当に私を好き……なのだろうか。

「──悠」

　名前を呼ばれて、声がしたほうに顔を動かす。私のことを真っすぐに見つめる唯史さんの目は、優しく弧を描いている。

「なんで泣いてる？」

　唯史さんは私の顎を掬い、頬に伝う涙を拭ってくれる。なんで泣いてると聞かれても、次から次へと勝手に溢れてくるのだから答えようがない。

「うれし涙だと嬉しいが」

　そうだというようにウンウンと頷くと、唯史さんはゆっくりと顔を寄せて唇を重ねた。

「愛してる」

　唯史さんの言葉に、幸せな気持ちが溢れ出す。

「悠は？　俺のこと、どう思ってる？」

「好き……唯史さんのことが、大好きです」

　自分から彼に抱きつき、その頬にキスをする。気持ちが通じ合うとこんなにも幸せな気持ちになるんだと、心の中がじんわりと温かくなる。

　唯史さんからの大きな愛と甘いキスを受け止めて──。

　この先もこの幸せが続きますようにと、心の中で願った。




「んっ……はぁ……」

　ヴィラの露天風呂に、甘い嬌声が漏れる。いくら別荘風の離れだといっても、ここは外で。唯史さんの緩慢な指の動きに、必死に声を抑える。

「身体は辛くないか？」

　そう言葉では心配しながら、でも身体を洗ってくれる唯史さんの手の動きは怪しい。肩から鎖骨、それから胸へと手を滑らせ、腰、お尻と身体の線をなぞるようになでながら、唇は私の耳朶を食む。じゅるりと音を立てて耳を舐められると、その気持ちよさに背中がしなった。

「アン……」

　その間も手と指は淫らに動いていて、内腿の脚の付け根を撫でたかと思うと、指をつるっとナカに突き入れた。

「洗うだけだから大丈夫だ」

　なんて唯史さんは言うけれど、その手の動きは明らかに性的なもの。ナカを広げたり掻き回したりさせると、もう立っていられなくなる。

「はぁ……もう、ダメ……」

「ああ、わかった」

　なにがわかったというのだろう。ただただ唯史さんの指の動きに感じていると、それがナカから抜かれ露天風呂の縁に座らされた。有無を言わさず開かれた脚。

　きゃあーっと声を上げそうになって、両手で口を押えた。秘部が灯りに照らされて、唯史さんの前で露わになっている。

　こんな屈辱的な格好をさせられて恥ずかしくてたまらないのに、なぜかもっと触ってほしいと思う自分もいる。

「すごい濡れてるな。悠が感じてくれてると思うと興奮する」

「イヤ……そういう……こと、口に……ださない……で、あっ」

　何本でも入りそうだと呟いた唯史さんは、いきなり指を三本入れてバラバラに動かした。卑猥な水音が聞こえて、恥ずかしさに身悶える。

「ごめん。もう耐えられない」

　唯史さんは私を立たせると身体を回転させ、上半身だけを露天風呂の外にぺたりと倒れ込ませる。後ろ向きのままの脚は露天風呂に入ったまま、グッと開かれてしまった。

　お尻をムニムニと揉みしだかれると溢れ出す秘蜜。唯史さんはそれをたっぷり自身に塗り付け、そのままうしろからナカに挿れた。

「ああぁっ……！」

　お湯で濡れているからか、それとも蜜が溢れているからか。私のナカは彼のモノをすんなりと奥まで受け入れてしまう。

「あぁ、気持ちいい……」

　唯史さんの吐息まじりの声に、身体の中心が疼く。唯史さんのモノが私のナカで大きくなるのを感じて、唯史さんも感じてくれているんだと幸せな気持ちになる。それだけでまた私のナカから秘蜜が溢れた。

　次々と溢れてくる蜜に滑りがよくなって、唯史さんが挿送を加速させる。激しく突かれ、大きな手で乳房の先端と下の敏感な突起を同時に責め立てられると腰が浮き、頭も身体もおかしくなってしまう。なにかを探すように右手を彷徨わせると、唯史さんがふわりと握ってくれた。

「唯史……さん……んふっ」

　安堵の吐息が漏れる。

「悠のナカ、熱くて溶けそうだ」

　唯史さんの掠れる声に私のナカがきゅっと締まり、彼のモノを締めつけた。

「うぅっ。悠、それヤバい……」

　そう言われても無意識にそうなってしまうから、どうしようもない。

「くく、苦しい……ですか？」

「いや、違う。最高に気持ちいい」

　その言葉と同時に唯史さんの動きが速くなる。両手で腰を掴まれると、身体が壊れてしまうんじゃないかと思うくらい欲望を叩きつけられる。

「あっ、あっ……んっ……ああぁっ！」

　責められ続けた身体は限界を迎え、ひときわ大きくなった彼のモノが私の最奥で激しく弾けた。

　ああ、そういえば今日。めったに見れない唯史さんの声を出して笑った姿を見て、おみくじの大吉を引き当てたような気分に、いいことがありそうだと思ったけれど。

　本当だった。

　私は今日のこの時間を、絶対に忘れないだろう。

　まだ私の上で荒い息をしている唯史さんの背中に腕を回し、彼の身体を優しく抱きしめた。










幸せな時間に身を任せ











「悠、おめでとう。とっても綺麗よ」

　新婦控室に万緒が来て、私をギュッと抱きしめた。その目には涙が浮かんでいる。

「やめてよ。どうして万緒が新婦の私より先に泣いてるのよ」

「だって嬉しいじゃない。二十五歳まで彼氏がいなかった悠が、まさか社長と結婚なんて」

「う、うん……」

　喜んでくれるのはありがたいけれど、なぜか素直に喜べない。

　でも万緒には私のことで、たくさん迷惑をかけたし心配もさせた。いろんなことを分かち合ってきた仲だから、唯史さんとの結婚式に来てもらえて本当に嬉しい。

　結局、婚約者の話が嘘だったことは秘密のままだけど。なんでも話せばいいってものじゃない。嘘も方便、この結婚を円滑に進めるためには多少の嘘も必要というわけだ。

「社長は？　そろそろここに来るのかしら？」

「たぶん」

「そう。じゃあ、邪魔しちゃ悪いわね。またあとで」

　万緒はそう言って笑顔を残し、先にチャペルへと向かった。控室にひとりになると、窓の外に目を向ける

　私は今、伊豆のリゾートホテルにいる。そう、雅姫さんとのことがあった、あのリゾートホテルだ。

　あの日から三ヶ月。年が明けた、一月の下旬。

　そこの新婦控室でウエディングドレスに身を包んでいるのは、今日ここで唯史さんと結婚式を挙げるため。

　こんな早くに結婚式を挙げられることになったのは、唯史さんのなせる業。

　竣工パーティーの翌日には、まだ結婚が許されるかどうかもわからないのに、結婚式の予約を入れた。三か月後だから無理だと思ったけれど、そこは津城グループの社長だ、難なくクリアできた。

　次にお互いの両親への挨拶。まずは私の両親に会いに名古屋まで向かった。

　私の決めたことにとやかく口を出す親じゃないから、反対はされないと思っていたけれど。さすがに私が働く津城グループの社長だと聞いて、その驚きようといったらなかった。

　母なんて唯史さんを見ては『イケメンだわぁ』と繰り返すから、唯史さんと困り果てたのは言うまでもない。

　それでもふたりとも大喜びしてくれて、結婚式はまだなのに涙を流してしまった。唯史さんも『悠さんのことは全身全霊でお守りします。必ず幸せにするのでご安心ください』と言ってくれて、その嘘偽りのない言葉に胸がいっぱいになって、また泣いてしまった。

『悠は泣き虫だったのか。かわいいな』

　と両親がいる前だというのにポンポンと頭を撫でられて、『からかうのは禁止です』と頬を膨らませたのはいい思い出だ。

　次に唯史さんのご両親への挨拶。

　唯史さんのお義父さんと言えば津城グループの会長で、挨拶に行く日の前日は緊張から、知恵熱を出してしまった。唯史さんに『そんなに緊張しなくても、世間一般の普通の親となんら変わらないからリラックスしていけ』と言われたけれど、津城グループの会長が普通の親と変わらないわけがない。それにどこの馬の骨ともわからない私との結婚を許してくれるのか心配で日が昇るころまで寝られず、睡眠時間三時間で挨拶に行くことになった。

　ところがいざ蓋を開けてみると、お義父さんもお義母さんも大歓迎してくれて、杞憂に終わった。お義母さんは『娘ができてうれしい』と早速連絡先を交換。お義父さんには『早く孫の顔が見たい』と手を握って懇願され、それを見ていた唯史さんに『その手を離せ』とめちゃくちゃ怒られた──なんていう貴重なシーンが見れるなど、楽しい時間を過ごすことができた。

　絵にかいたような幸せな時間ときに心配になるほど。

「まさか、こんな結末を迎えることになるなんて──」

「まだ終わりじゃない」

「唯史さん！」

　いつの間に入ってきたのか、ドアの横の壁にもたれかかり腕を組んでこっちを見ている。まるでモデルのような出で立ちに、目を奪われる。

　こんな素敵な人が、私の旦那様になるなんて……。

「なんだ見惚れて。惚れ直したか？」

「ほ、惚れ直すだなんて。そんなこと、しょっちゅうです……」

　どんな時でも、なにをしていてもカッコいい唯史さんに、毎日メロメロだ。

「式の前に煽るか。悠は罪な女だな」

　唯史さんはそういうと、私に向かってつかつかと歩き出す。

　煽る？　私が罪な女？

　唯史さんの言っている意味がわからず首を傾げていると、顎をグイッと掴まれて無理やり顔を上げられた。近づいてくる顔に危険を感じて、慌てて彼の口に手をむぎゅっと押し当てた。

「ダ、ダメです。せっかくの化粧が台無しになっちゃいます」

「直してもらえばいいだろう」

　口を抑えられているのが気に入らないのか、唯史さんは面白くないというように怪訝な顔をする。

　私だって、キスしたい。今すぐにでもギュッと抱きしめてほしい。ひと時だって離れていたくない。でも今日は待ちに待った結婚式で、ふたりの未来を誓い合う大切な儀式の日なのだ。

　どんなときの自分よりも綺麗でいたい──そう思うのは普通のこと。

　だって今日は生涯で一度しかない、特別な一日になるのだから……。

「わがままは許しません。俺様発言も今日は禁止です」

「手厳しいな」

「その代わり……」

　唯史さんの口から手を離し、そばに来てと手で招く。私の口の位置までしゃがんでもらうと、彼の耳に顔を寄せた。

「今晩は好きにしていいですよ？」

　恥ずかしいから、小さな声でささやいた。

　我ながら大胆なことを言ってしまった。でも本当の気持ちで、私だって唯史さんにいっぱい愛してもらいたいし、唯史さんをいっぱい愛してあげたい。時間を忘れるほどに……。

「ですから、唯史さん……」

　もう少しだけ我慢してくださいね──と言おうとして、彼がニヤリと口元に意味ありげな微笑を浮かべているのに気づく。

「言ったな。今の言葉、絶対に忘れるなよ」

「あれ？　私、なにか言いましたっけ？」

　急に怖気づいて誤魔化してみたものの、そんなこと唯史さんには全くと言っていいほど効果がなかったようだ。

「せっかく悠からお許しが出たんだ。なにをするか、よく考えないといけないな。まあ朝まで寝かしてやれないと思うから、覚悟しておくように。いいな？」

　唯史さんはそう言うと私に向かってピシッと指をさし、機嫌よさげに控室から出ていく。

　それを唖然として見ていた私は、ドアが閉まる音でハッと目をパチクリさせた。

「なんだったの、今の……」

　唯史さんが一瞬、悪の大魔王に見えた。

　ふるふると頭を振り、その残像を吹き飛ばす。なんていうことを言ってしまったんだろうと、両手で頬を包み込む。

　今晩、どうなっちゃうんだろう……。

　不安半分、期待も……半分？

　期待している自分もいることを知り、あははと不安を笑い飛ばす。

　唯史さんになら、なにをされてもいい。どんなことだってそれは、愛の証──なのだから。

「新婦様。そろそろお時間です」

　廊下から今日のブライダルアテンダーの声がして、ゆっくり椅子から立ち上がる。

「はい！」

　元気よく返事をすると、唯史さんが待つチャペルへと向かった。




「新郎、唯史。あなたは健やかなるときも、病めるときも、喜びのときも──愛し、敬い、慈しむことを誓いますか」

「はい、誓います」

「新婦、悠。あなたは健やかなるときも、病めるときも、喜びのときも──愛し、敬い、慈しむことを誓いますか」

「はい、誓います……」

　私の両親や唯史さんのご両親、万緒などの友人たちに見守られながら、結婚式は滞りなく進む。指輪の交換が終わると、唯史さんが私のベールを上げ誓いのキスを交わした。

　チュッと合わせるだけのキスの予定が一分近くかかってしまい、神父様に咳払いされて列席者の皆さんに笑われたのは……ご愛嬌。

　結婚宣言、結婚証明書に署名と続き、神父様が婚姻が成立したことを列席者に報告すると、閉会の辞を伝える。

　無事に終わったことにホッとしていると、唯史さんにそっと腕を取られる。

「退場だ。行くぞ」

　腕を組み、バージンロードを今度は唯史さんと歩いて行く。列席者の方々にお祝いされながら進んでいくと、急に胃のあたりに違和感を覚えて口元を押さえると、その場に座り込む。

「悠、大丈夫か？」

　唯史さんはそう叫ぶと、私を軽々と抱き上げる。

「医務室に運びます」

「唯史さん、大丈夫。歩けます」

　いつもの私ならさほど重くはないと思うけれど、今日の私はウエディングドレスを着ていて五キロ近く重くなっている。だから降ろしてほしいのに、唯史さんは聞いてはくれない。

「唯史さん──」

「黙ってろ」

　挙句の果てには怒られてしまい、抱かれたままガックリと肩を落とす。こんなときにまで迷惑をかけてしまって申し訳ない。さすがの唯史さんも、呆れているだろう。

　そう思って顔を覗き見たけれど、私を運んでいるからかまっすぐ前を向いたままで、なにを考えているかわからない。

　胃はまだムカムカしていて、仕方なく唯史さんの腕に抱えられて黙ったままおとなしくした。

「先生、お願いします」

　医務室に入ると、消毒の匂いが鼻に届く。唯史さんは私をベッドの上に下ろし、自分も隣に座ると私の肩を抱き寄せた。背中をさすってくれる手は、とても優しい。

「どうしましたか？」

　年の頃は三十代といったところか、優しそうな女医さんにそう聞かれ、今の症状を説明した。今日は朝から緊張していたから食欲はなく、ホテルが用意してくれた焼き立てのミニクロワッサンをひとつ食べただけ。

　胃がもたれるようなものは、食べていないと思うけど……。

「もうお式は終わったの？」

「はい」

　唯史さんが答えてくれて、先生は「そう」と頷いた。

「まずは、そのウエディングドレスを脱ぎましょう。気持ちが悪いのに胃を圧迫するのはよくないわ」

　それを聞いた唯史さんは私の背中を撫でていた手を止め、ファスナーに手を掛けようとした、そのとき。

　廊下から慌ただしい音が聞こえ、医務室のドアが開いた。

「悠さん、大丈夫？」

　最初に入ってきたのは唯史さんのお義母さんで、顔面蒼白と言っていいくらい顔色が悪い。よく見るとその後ろにはお義父さんと私の両親がいて、それぞれみんな心配そうな顔をしている。

「すみません。ご心配をおかけして」

「そんなことはいいのよ。それより具合はどう？　今もまだツラい？」

　今の状態を伝えると、お義母さんはなにかに気づいたような顔を見せた。

「唯史の前で聞くのもなんだけど、悠さん、それって妊娠じゃない？」

「はあ!?　母さん、なにを言ってるんだ。そんなことあるわけ……ないよな？」

　唯史さんの関心の矛先が変わり、どうなんだと言わんばかりに顔を覗き込む。そう言われても妊娠なんてしたことがないから、この胃の違和感がそれなのかどうなのか私には判断できない。

　妊娠に関しては、心当たりがない……わけではないけれど。

「あ……」

「どうした？」

　言っていいものか躊躇していると、母に「早く言いなさい」と注意されて、渋々口を割る。

「ただの不順だと思って放っておいたんですけど、生理が二ヶ月ほど来ていません。これってまさか、妊娠じゃありませんよね？」

　生理が遅れたら妊娠を疑え──なんて言うけれど、そのときはまだ結婚前で妊娠なんて考えたこともなかった。今日結婚式を挙げたからもういつ妊娠しても困ることはないけれど、もし今妊娠していたら、これは俗にいう〝出来ちゃった結婚〟になるのだろうか。

　そんなどっちでもいいことを考えていたら、女医さんがフフフと笑い机から小さい箱を取り出す。それはなにかと身を乗り出した。

「妊娠検査薬よ。私のだけど、あなたにあげるからあとで使ってみて。ここに線が出てきたら陽性で妊娠している可能性があるっていうことで産婦人科。出なかったら、様子を見て胃腸科を受診してくださいね」

　女医さんはそう言ってにっこり笑う。

　怖いものじゃないのに、なぜか少し怖い。まさか結婚式当日に妊娠検査薬を使うことになるとは、思ってもみなかった。心配顔で唯史さんを見上げる。

「ひとりじゃない。俺も一緒だから大丈夫だ」

　唯史さんの心強い言葉に、不安な気持ちが少し落ち着き始める。

　先生に挨拶をして、全員で唯史さんと私の泊まっているヴィラに行く。全員終始無言で、なんとも言えない空気だ。

「とにかく部屋に着いたらドレスを脱いで、少し休もう」

「はい」

　まだ気分はすぐれない。唯史さんに抱えられヴィラに着くと、母に手伝ってもらってウエディングドレスを脱いだ。身体の締め付けがなくなって少し気分がよくなったが、胃の違和感はやっぱりなくならない。

　服を着替え唯史さんの待つリビングに戻ると両親たちの姿はなく、唯史さんと私のふたりだけ。

「悠、こっち」

　唯史さんに呼ばれて近づく。テーブルの上には唯史さんが頼んでくれたのか、胃にいいと言われているものが用意されていた。

「胃にいい飲み物を調べたら、白湯が一番いいらしい。あとは乳酸飲料とスポーツドリンクだ。食べれそうなら、ヨーグルトもあるぞ」

「じゃあ今は、白湯をいただきます」

　こんなに用意してくれるなんて。唯史さんの優しい心遣いが嬉しい。

　リゾートホテルのロゴが入った素敵なカップを手に取り、白湯をひと口飲む。不純物が少ない白湯は口当たりがよく、温まって胃が喜んでいるのがわかる。

「悠」

「はい、なんですか？」

「気分が落ち着いたら、アレ、使ってみるか？」

　唯史さんはリビングの壁側にある棚の、小さな箱を指差す。

「アレ？　ああ、アレですね」

　線が出るのか、出ないのか。どっちが出るか不安で、すぐに足が動かない。見かねた唯史さんは立ち上がり、小さな箱を手に取った。私の前まで来ると、「はい」と私に手渡した。

「今すぐにとは言わない。悠のタイミングで検査してみればいい。でも悠の身体が心配だから、あまり先延ばしにはしないでほしい」

　ぽんと私の頭の上で手を弾ませ、ストンと私の隣に座る。私の肩を抱いて引き寄せると、「あ～落ち着く」とその肩でリズムを取り始めた。そのテンポがまるで子守歌のようで、気持ちがスーッと和らいだ。

　きっと唯史さんも緊張しているんだと思う。でもあえてそれを見せないようにしているんだろう。私のために……。

　どんな結果が出ても、唯史さんがそばにいてくれるから大丈夫。私はひとりじゃない。唯史さんの言葉に力が湧いてくる。

　唯史さんを見ると、その頬に頬を寄せてキスをする。驚く彼の顔を見るのは楽しい。もっともっと驚かせてみたくなる。

「唯史さん、待っててくださいね」

　すっくと立ちあがり、唯史さんに敬礼のポーズを決めて、リビングを出た。そして三分後──。

「唯史さん……」

　リビングに戻る。唯史さんは私の姿を見るなり立ち上がり、そわそわした様子で近づく。背中に隠していた検査薬をふたりの間に出すと、それを見た唯史さんの目が見る見るうちに大きくなっていく。

「こ、これは……」

「はい。線がくっきりと出ました。たぶん、妊娠しているかと」

「そうか……ああ、そうなのか。このお腹の中には、悠と俺の子がいるのか……」

　そう言って私を抱きしめる、唯史さんの身体が小刻みに震えている。その身体の震えを一緒に感じられるように、私も彼の身体を抱きしめ返す。

「あぁ、今日はなんていい日だ。妻と子供、大切な宝物を、ふたついっぺんに手に入れた。最高の気分だ！」

　そう言ったかと思うとダンッと大きな音を立てて立ち上がり、私の手を引きあげその身体を高く抱き上げくるくると回りだす。

「きゃあっ！　た、唯史さん、高い！」

「大丈夫。絶対に落とさない」

　唯史さんはアハハッとこれ以上ないと言わんばかりの最高の笑顔を見せる。そんな顔を見せられたら、もうなにも言えなくなってしまう。でも……。

「唯史さん、大好きです。私も絶対に離しません、永遠に一緒です」

　これだけは、いつでも何度でも言いたい。

「ああ、俺も同じ気持ちだ。いや、生まれ変わっても一緒だ。俺は悠しか愛せないからな」

　最高の殺し文句にノックアウト寸前。もう一度くるくると回りだすから、唯史さんにしがみついて、その背中を叩く。

「た、唯史さん。お腹に赤ちゃんが……」

「おっと、そうだった」

　唯史さんは回るのを止め、私を下ろす。離れるのが忍びなくて、唯史さんに飛びつくように力いっぱい抱きついた。

「唯史さん、ありがとう。世界で一番愛してます」

　なによりも温かく、どんなものよりも力強い、優しさが溢れた腕で、彼が優しく抱きとめてくれた。

　これからも、いつまでも、私とお腹の子どもを抱きしめてほしい──。

　そう心から願った。
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「いつもお世話になっています、津城です。急で申し訳ないが、今晩個室を用意してもらえないだろうか。はい、ふたり。よろしくお願いします」

　スマートフォンを切りふぅと息を吐くと、それをスラックスのポケットにしまう。

「これでよし」

　何気なく窓の外を見ると雲ひとつない快晴で、デート日和だと心弾ませた。

　本来この社長室には秘書の悠がいるはずだが、妊娠七か月に入ったときに産休を取得して今はいない。臨時で誰かを置くことも考えたが、俺の秘書は悠にしか務まらないだろう。

　いや、俺が悠じゃないとダメなのか。

　まあそんなこんなで、今は秘書室長と悠の親友の黒川万緒に助けてもらいながらも、ひとりでなんとかやっている。

　結婚式の日に妊娠していることがわかった悠だったが、東京に戻って産婦人科を受診すると、なんとお腹の赤ちゃんは双子だったことが判明。喜びも二倍に増え、ふたりの子どもを腹に宿し大切に育ててくれている悠を全面的にバックアップ。とめどない愛を、毎日注いでいる。

　今日七月七日は悠の誕生日。出産前のふたりだけで祝う最後の誕生日で、思い出に残るものにしたいと思っている。

　本当はもっと前に別の店を予約してあったのだが、ついさっき悠から電話があって『今日は調子がいいから、前につわりがひどくて食べ損ねた北京ダックが食べたい』と言ってきたのだ。これはなにがなんでも食べさせてやりたいと、彼女が好きな店に即電話を掛けてコネを使って予約を入れた──というわけだ。

　悠のやりたいことはなんでもやらせてあげたいし、どんな願い事でも叶えてやりたい。悠は俺に無償の愛をくれるのだから、それくらい当たり前だろう。

　悠は『唯史さんは私を甘やかしすぎです』とよく言うが、俺は悠のことが何よりも大切なんだ。その大切な妻を甘やかしてなにが悪い。まだ甘やかし足りないくらいだと思っている。

　だから余計なことは言わず、俺にとことん愛されればいいんだ。

　とはいえやりすぎて嫌われるのも困るから、最近はほどほどにしている。

　でも今日は誕生日だから、少しくらい大目に見てほしい。

　悠が以前デートのときに素敵だと目を輝かせて見ていたティーカップのセットは購入済みだが、実はもうひとつ用意してある。

　悠専用の車と、俺と揃いのキーケース。前に買おうと言ったときは却下されてしまったから、今回は黙って購入した。後部座席には、生れてくる子供専用のベビーシート付きだ。

　前に雑誌に載っているのを見て悠が『乗るなら、こんな車がいいなぁ』と言っていた、こじんまりとして乗りやすそうなブラウンを基調にした車だから、喜んでくれるといいの　　　だが。

　と、そうこうしているうちに時間が来たようだ。

　今日の事務的な仕事は午前中にほとんど片付けた。午後は予定を入れないように頼んでおいたから問題ない。あとは家で待つ悠を迎えに行くだけ。

　双子だからか、悠のお腹はもうかなり大きい。予定日より少し早めに帝王切開での出産を予定しているから、ふたりでの外出デートは今日が最後になるかもしれない。

　そう思うと少し寂しいような気もするが、だからこそ記念になるような有意義な時間を過ごしたい。

　ああ、早く悠に会いたいな──。

　逸る気持ちに胸躍らせ、プレゼントが入った袋を持ち、社長室をあとにした。




　マンションの前にある車寄せに車を停め、エントランスで待つ悠を迎えに行く。

「悠」

「あ、唯史さん。今日はありがとうございます」

　大きなお腹を支えながら立とうとする悠に手を貸す。腰を支えて立ち上がらせると、悠がにっこり微笑んだ。

「やっぱり唯史さんがいると助かります。優しいパパでよかったですねぇ」

　すりすりと手で擦り、お腹の子にそう話しかける悠が愛おしい。俺の奥さんは世界一かわいいと、大声で叫びたいくらいだ。

「北京ダックの店、予約できた。子供の分まで食べていいからな」

「わあ、ありがとうございます。でも子供の分まで食べたら三人前ですよ？　さすがに食べきれません」

　クスクスと小花のように笑う悠を、車の助手席に乗せる。

　現在の時刻は午後の二時半。中華料理店の予約は夕方の五時だから、まだ時間は十分ある。今日はサプライズをいくつか用意してあるが、悠はどんな表情を見せてくれるのか。

　逸る気持ちを抑え、まずは手始めにと身を乗り出して後部座席に手を伸ばす。

「悠。二十六歳の誕生日おめでとう」

　言葉と共に、百一本のバラの花束を手渡す。

　バラの花は本数や色によって花言葉が違うのだと、フラワーショップの店員が教えてくれた。だったら俺の悠への気持ちを花束に込めて贈ろうと、【可愛い人】という花言葉のピンクのバラを百一本使って、【これ以上ないほど愛しています】という意味を持つ花束を作ってもらった。

　そもそもピンクは悠の好きな色。絶対に喜んでくれると思っていたが、その予想は間違っていなかったようだ。

　悠は花束を受け取ると、そのバラに負けないほどの可憐な笑顔を見せてくれた。

「こんな大きな花束、始めてもらいました。ピンク色がかわいくて素敵です」

　よし！　第一関門突破。

　やっぱりピンクにしてよかったと、悠の喜ぶ顔を見て口元が緩む。

　花束は助手席に座る悠が隠れてしまうほどの大きさで、重さもかなりある。悠の笑顔に満足した俺は身体に障ってはいけないと花束を預かり、後部座席に戻す。

「さあ、次だ」

　エンジンをかけハンドルを握ると、「えぇ!?　次ってなんですか？」と驚く悠を横目に車を走らせた。




「唯史さん、ここって……」

　呆ける悠を車から降ろし、店の中へとゆっくり連れていく。

「お待ちしておりました。お車すぐに用意いたしますので、こちらでお待ちください」

　担当の営業に案内されて椅子に座ると、ガラス越しに俺たちの前に一台の車が現れる。「え……」と悠が感嘆の声をあげ、俺のほうへと顔を動かした。

「行くぞ」

　いまだ呆けたままの悠を連れて外に出る。車に近づき、マジックさながら握っていた手の中からパッと車のリモコンキーを出す。

「悠専用の車だ。受け取ってほしい」

　車購入に関しては一度断られているから、どんな言葉が返ってくるのかキーを持つ手が震える。まあ今回は、どんな返事でも引き下がるつもりはないが。

「後部座席を見ていいぞ。きっと気に入るはずだ」

　ベビーシートで釣るわけではないが、これも重要なポイントだ。

　後部座席のドアを開け、中を見た悠が「わっ」と小さな声を出す。手を伸ばしベビーシートに触れている悠を見て、悠には見えないようにガッツポーズを決めた。

　勝った──。

　車をプレゼントすることに勝ち負けもないが、気持ち的には『勝った』が一番しっくりする。とにかくこれで悠の返事は決まっただろうと、彼女に一歩近づいた。

「どうだ？」

「私が断れないようにここまで用意するなんて、唯史さんはやっぱりズルいです。でもこの車、前に話してたのですよね？」

「そうだ。悠にピッタリの車だ。受け取ってくれるか？」

「……はい。喜んで、受け取らさせていただきます」

　両手を身の前で重ね小さく会釈する姿に、『こんなときまで秘書か、相変わらず真面目だな』と心の中でぼやく。

　でも、受け取ってくれてよかった。

　ホッと一息ついて悠と店内に戻り、書類にサインをした。これであの車は、正真正銘、悠のものだ。

　最後にリモコンキーを渡す。

「ありがとうございます」

「乗れるのは、出産が終わってからだけどな」

「はい！」

　またしても、悠の満面の笑みを見ることができた。今日は順調でなによりだ。

　車は後日取りに来ることを伝え、ディーラーを出ると次の目的地、中華料理店へ向かう。

「体調のほうはどうだ？　疲れてないか？」

　道中、悠の身体を心配しつつ、あまりスピードを上げずに車を走らせる。

　ここのところめっきり外出の減った悠だったが、窓の外を見てはしゃぐ彼女の姿に気持ちが和む。連れ出してよかったと、頬が緩むのを感じた、




　悠が好きな北京ダックを提供する中華料理店は郊外にあって、古い洋館を改装した店内は中国の骨董品がたくさん飾られている。北京ダックが有名だが、どの料理も最高で人気の店だ。

　顔馴染みの店主に挨拶をして、いつもの個室に入る。北京ダック以外いつもお任せで、なにが出てくるのか期待しながら料理が出てくるのを待つ。

「悠」

　紙袋から箱を取り出し、なにも言わずに手渡す。

「なんですか、これ？」

「開けてみろ」

　悠はブルーの包装紙を破らないように丁寧に剥がし、箱をゆっくりと開ける。その中身を見て、見る見るうちに笑顔が広がった。

「なんで唯史さんがこれを？」

　驚くのも無理はない。このティーカップは欲しいといったわけではなく、悠がそれを見てキラキラとした目をさせていたのを覚えていて購入したもの。だから悠は俺が見ていたことを知らないのだから驚いて当然だ。

「欲しかったんだろう？　って、なんで泣いてる？」

　突然ボロボロと涙を流す悠に、戸惑ってしまう。車のときだって泣かなかったのに、一体どうしたというんだ？

　席を立ち近づくと、ハンカチを渡す。ズーズーと鼻をすする姿まで可愛いのは反則だろう……と今はそんなことより。

「大丈夫か？」

　彼女の小さな背中を擦る。涙も徐々に止まってきたようだ。

「もうすごく嬉しくて……」

「く、車よりか？」

「もちろんバラの花束も車も嬉しかったですよ。でも一番うれしいのは、唯史さんが私の些細なことを覚えてくれていたことなんです。私のことを、ちゃんと見てくれているんだなって……」

「そんなの当たり前のことだろう。本当のことを言えば、どんな瞬間も見逃さないように、一時だって離れたくないと思っている。愛想をつかされたくないから我慢しているだけだ」

　悠に嫌われたら生きていけない。俺は本来、弱くて女々しい男なんだ。

「唯史さんに愛想をつかすなんて、どんなことをされたって絶対にしません。私だって、一時だって離れたくないと思っているんですからね」

　そう言って悠は、俺の頬にキスをした。

「今日は本当にありがとうございました。最高に幸せです」

「最高？　こんなのまだ序の口だ。これからもっと幸せにしてやるから、楽しみにしておけ」

　悠の頬をつたう宝石のような涙に、俄然ヤル気がこみ上げる。

　悠がいつでも笑顔でいられるように。その笑顔を絶やさないように。

　そして、悠の笑顔を未来永劫守れるように……。

　俺はもっと強い男になると、心に誓った。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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